
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
　
二
〇
二
一

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
　
二
〇
二
一

愛
荘
町
歴
史
文
化
資
料
集 

第
33
集

令
和
３
年
度
夏
季
特
別
展
　
愛
智
河
架
橋
略
史 

― 

無
賃
橋
と
御
幸
橋 

―

愛荘町歴史文化資料集　第33集

愛知川無賃橋 190 年・御幸橋架替 60 年記念

愛荘むら芝居「愛智河架橋物語」連携企画

― 無賃橋と御幸橋 ―
愛智河架橋略史令和３年度

夏　季
特別展
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ご
あ
い
さ
つ

　
江
戸
時
代
、
頻
繁
に
洪
水
を
引
き
起
こ
す
「
暴
れ
川
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
愛
知
川
。
当
時
、
人
々

は
愛
知
川
を
渡
る
た
め
に
、
川
渡
し
を
業
と
す
る
川
越
人
足
や
仮
設
の
橋
（
勧
進
橋
）
を
利
用
し
て
い

ま
し
た
が
、
路
銭
を
持
た
な
い
旅
行
者
は
自
力
で
川
を
渡
ろ
う
と
し
、
水
か
さ
の
増
し
た
急
流
に
飲
ま

れ
溺
死
す
る
事
例
が
し
ば
し
ば
起
き
ま
し
た
。
当
時
の
愛
知
川
が
「
人
取
り
川
」
の
異
名
を
取
る
由
縁

で
す
。

　

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
愛
知
川
宿
の
成
宮
弥
次
右
衛
門
（
忠
喜
、
一
七
八
一
―
一
八
五
五
）
は
、

近
村
の
素
封
家
ら
と
と
も
に
銭
を
払
え
な
い
人
々
で
も
渡
橋
で
き
る
無
賃
橋
（
太
平
橋
）
を
愛
知
川
に

架
橋
し
ま
す
。
架
設
資
金
の
調
達
や
金
銭
的
補
償
な
ど
、
橋
の
完
成
ま
で
の
道
の
り
は
険
し
か
っ
た
も

の
の
、
渡
橋
式
は
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

展
覧
会
で
は
、
無
賃
橋
の
架
設
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
や
絵
巻
の
ほ
か
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
御
幸
橋

に
関
す
る
資
料
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
弥
次
右
衛
門
の
妻
で
あ
る
八
千
代
の
姉
で
、
江
戸
時
代
後
期

の
“
桜
花
の
女
流
絵
師
”
織
田
瑟
々
（
一
七
七
九
―
一
八
三
二
）
の
作
品
も
あ
わ
せ
て
公
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）　

七
月　

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

　

目　

次

　
　
〔
解
説
〕　

愛
知
川
の
無
賃
橋
と
御
幸
橋 �

 

２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

�

学
芸
員　

三
井
義
勝　

　
　

１　

列
品
資
料

　
　
　
　
　

第
１
章 

御
幸
橋
小
史
（
明
治
・
大
正
期
） �

 

７

　
　
　
　
　

第
２
章 

愛
知
川
を
越
え
る �

 

10

　
　
　
　
　

第
３
章 

無
賃
橋
の
架
設 �

 

11

　
　
　
　
　

第
４
章 

瑟
々 

― 

成
宮
家
ゆ
か
り
の
画
人 
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14

　
　

２　

列
品
資
料
・
作
品
解
説 �

 

18

　
　

３　

列
品
資
料
目
録 �

 

27

　

凡　

例

◆  

本
図
録
は
令
和
三
年
七
月
十
七
日
（
土
）
か
ら
八
月
二
十
七
日
（
金
）
ま
で
を
会
期
と
し
て
、
愛
荘

町
立
歴
史
文
化
博
物
館
に
お
い
て
開
催
す
る
令
和
三
年
度
夏
季
特
別
展
「
愛
智
河
架
橋
略
史 

―
無
賃

橋
と
御
幸
橋
―
」
の
展
示
解
説
図
録
で
あ
る
。

◆  

展
覧
会
の
企
画
・
構
成
は
当
館
学
芸
員 

三
井
義
勝
が
行
い
、
理
事
員 

大
友　

暢
、
学
芸
員 

西
連
寺 

匠
・
山
本
剛
史
が
補
佐
し
た
。
ま
た
、
本
図
録
の
編
集
と
執
筆
は
三
井
が
行
っ
た
。

◆  

列
品
資
料
の
写
真
は
辻
村
耕
司
氏
（
辻
村
写
真
事
務
所
）
が
撮
影
し
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
か
ら
提
供
を
受
け
た
。

◆  

列
品
資
料
番
号
は
展
示
順
序
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

◆  

展
覧
会
開
催
に
あ
た
り
、
展
示
資
料
を
出
陳
い
た
だ
い
た
所
有
者
の
ほ
か
、
次
の
各
位
・
機
関
の
協

力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
序
不
同
）

　
　

関
西
大
学
図
書
館
事
務
室　

芝
谷
秀
司
・
吉
永
栄
子
、
江
差
町
教
育
委
員
会
事
務
局　

宮
原　

浩

　
　

土
木
学
会
附
属
土
木
図
書
館　

柴
田
浩
志
、
岐
阜
県
博
物
館　

立
花　

昭
、
西
蓮
寺　

杉
山
正
瑞

　
　

滋
賀
県
立
公
文
書
館　

大
月
英
雄
、
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館　

南
田
孝
子

　
　

五
個
荘
小
幡
町
自
治
会　

辻　

博
之

　
　

高
田
謙
一
、
藤
井　

聡
、
成
宮
潤
子
、
西
村　

武
、
門
脇
正
人
、
大
木
祥
太
郎

【
連
携
事
業
】
愛
荘
む
ら
芝
居
「
愛
智
河
架
橋
物
語
」

　
日
時
　
令
和
三
年
十
二
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演

　
場
所
　
愛
荘
町
立
ハ
ー
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
秦
荘
　
大
ホ
ー
ル

　
料
金
　
一
般
　
五
〇
〇
円
（
全
席
自
由
）
※
発
売
日 

九
月
十
一
日
よ
り

見 
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よ
っ
て
当
該
地
に
整
備
さ
れ
た
「
御
幸
橋
」（
六
頁
表
の
橋
番
号
12
）
は
、
天
皇
の
愛
知

川
通
輦
後
に
愛
知
郡
・
神
崎
郡
の
有
志
へ
払
い
下
げ
ら
れ
る
が
、
無
賃
橋
同
様
に
橋
銭
は

徴
収
せ
ず
、
両
郡
の
人
々
か
ら
広
く
寄
付
を
募
る
こ
と
に
よ
り
橋
の
維
持
費
用
を
捻
出
し

て
い
た
。

２　

無
賃
橋
架
設
以
前
の
橋

　

無
賃
橋
と
系
譜
を
同
じ
く
す
る
江
戸
中
期
か
ら
後
期
の
橋
と
し
て
、
六
頁
表
に
掲
げ
た

橋
番
号
１
か
ら
10
な
ど
の
橋
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
資
料

（
列
品
番
号
17
）
に
み
え
る
「
愛
知
川
勧
進
橋
」
は
、
い
わ
ゆ
る
仮
橋
で
、
愛
知
川
宿
と

小
幡
村
（
東
近
江
市
五
個
荘
小
幡
町
）
が
御
朱
印
伝
馬
以
外
の
通
行
者
か
ら
水
嵩
に
応
じ

て
橋
銭
を
徴
収
し
、
そ
れ
ら
を
橋
の
運
営
資
金
に
充
て
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。⑵　

　

や
や
年
代
が
下
る
が
、
文
化
期
の
資
料
に
も
橋
に
関
す
る
記
述
や
姿
が
み
え
る
。
文
化

三
年
（
一
八
〇
六
）
の
「
五
海
道
其
外
分
間
延
絵
図
並
見
取
絵
図 

中
山
道
」
巻
十
に
は
、

愛
知
川
宿
の
西
を
流
れ
る
愛
知

川
の
流
路
に
架
設
さ
れ
た
二
橋
の

橋
「
大
橋　
仮
橋
・
小
橋　
仮
橋
」

が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
３
）。

ま
た
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

に
坪
田
利
右
衛
門
が
著
し
た
無

賃
橋
架
設
の
顛
末
記
「
徳
本
泰

平
録
」（
坪
田
家
文
書
・
列
品

番
号
19
）
に
も
文
化
六
年
に
架

設
さ
れ
た
「
愛
知
川
新
仮
橋
」

の
記
述
が
み
え
る
。
同
橋
も
橋

銭
を
徴
収
す
る
仮
橋
で
あ
っ

た
。⑶

　

さ
ら
に
年
代
が
下
る
文
政
十

年
（
一
八
二
七
）
の
資
料
と
し

〔
解
説
〕
愛
知
川
の
無
賃
橋
と
御
幸
橋

　
　
　
　
　
　
　

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館　

学
芸
員

　

三
井 

義
勝

１　

愛
知
川
と
無
賃
橋
・
御
幸
橋

　

旧
愛
知
郡
の
南
境
を
流
れ
る
愛
知
川
は
、
鈴
鹿
山
地
に
源
を
発
し
永
源
寺
辺
り
か
ら
中

流
部
に
出
て
琵
琶
湖
に
流
入
す
る
十
余
里
の
長
流
で
あ
る
。扇
状
地
上
を
流
れ
る
同
川
は
、

上
流
の
一
部
を
除
い
て
「
涸
れ
川
」
で
あ
り
、降
雨
の
際
に
は
一
時
的
に
水
が
流
れ
る
が
、

普
段
は
流
水
を
み
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
永
源
寺
ダ

ム
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
は
、
土
砂
の
流
出
量
が
多
く
天
井
川
が
形
成
さ
れ
た
た
め
、
豪
雨

に
な
る
と
途
端
に
氾
濫
し
て
過
去
に
幾
度
と
な
く
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

水
無
川
の
印
象
が
強
い
愛
知
川
で
あ
る
が
、
愛
知
川
宿
近
辺
を
流
れ
る
愛
知
川
を
描
い

た
江
戸
後
期
の
絵
図
や
浮
世
絵
版
画
に
は
幾
筋
の
流
路
に
架
か
る
橋
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
当
該
期
に
架
設
さ
れ
た
橋
と
し

て
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）、
愛

知
川
宿
の
成
宮
弥
次
右
衛
門
（
忠

喜
、
一
七
八
一
―
一
八
五
五
）
ら

の
尽
力
に
よ
り
架
設
さ
れ
た
橋
銭

を
課
さ
な
い
三
橋
か
ら
な
る
「
無

賃
橋
（
太
平
橋
）」（
六
頁
表
の
橋

番
号
６
〜
８
）
が
有
名
で
あ
る
が
、

当
該
地
付
近
に
は
無
賃
橋
以
前
に

も
橋
が
架
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

資
料
か
ら
も
窺
え
る
。⑴

　

ま
た
、無
賃
橋
の
架
設
か
ら
約
五
〇

年
後
の
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、

明
治
天
皇
巡
幸
に
伴
い
官
費
に

写真１　上空から愛知川を望む（2004年撮影、写真下が北）

写真２　無賃橋渡り初め図　天保２年画
（愛荘町指定有形文化財『近江愛智郡志』写真ガラス原板より）

2
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わ
れ
る
ス
ケ
ッ
チ
帖
に
も
同
じ
橋
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。⑸
ま
た
、
明
治
期
で
は
、
明

治
十
一
年
に
明
治
天
皇
の
巡
幸
に
伴
う
愛
知
川
の
通
輦
に
先
出
ち
、「
御
幸
橋
」
と
称
さ

れ
る
以
前
の
橋
の
様
子
を
現
地
勘
査
し
た
先
発
官
の
報
告
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
先
発

官
は
同
地
に
「
愛
知
川
仮
板
橋
」
が
架
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
愛
知
川
通
輦
の
際
は
板
輿

で
渡
河
し
た
方
が
良
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。⑹
そ
し
て
御
幸
橋
は
天
皇
の
愛
知
川

通
輦
以
降
、
架
設
と
流
失
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
る
。

御
幸
橋
①

　

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）、
明
治
天
皇
の
巡
幸
に
伴
い
整
備
さ
れ
た
御
幸
橋
で
、
愛

知
川
通
輦
直
前
の
十
月
に
県
令
自
ら
が
工
事
を
視
察
し
て
い
る
。⑺
同
橋
に
つ
い
て
は
地

元
有
志
が
資
金
を
募
り
、
政
府
か
ら
の
下
賜
金
と
あ
わ
せ
て
架
設
工
事
の
資
金
と
し
た

と
言
わ
れ
る
が
、
一
方
で
官
費
に
よ
る
架
設
後
に
地
元
の
村
々
か
ら
の
願
い
出
が
あ
り
、

低
価
で
払
い
下
げ
ら
れ
た
と
い
う
行
政
文
書
が
幾
つ
か
確
認
で
き
る
。⑻
こ
の
橋
は
間
も

な
く
流
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、⑼
明
治
十
三
年
一
月
刊
行
の
『
滋
賀
県
管
内 

神
崎
郡

誌
』（
列
品
資
料
２
）
や
同
年
三
月
発
兌
の
『
滋
賀
県
管
内 

愛
知
郡
誌
』（
列
品
資
料
３
）

に
は
御
幸
橋
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
橋
に
該
当
す
る
か
不
確
か
で
あ

る
が
、
同
年
六
月
に
は
橋
梁
八
間
余
が
、
八
月
に
は
橋
梁
の
大
半
が
流
失
し
た
こ
と
が
資

料
（
列
品
番
号
４
・
６
）
か
ら
窺
え
る
。

御
幸
橋
②

　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
九
月
に
竣
工

し
た
橋
で
、
神
崎
・
愛
知
両
郡
長
の
周
施
の

も
と
愛
知
川
村
（
愛
荘
町
愛
知
川
）
と
小
幡

村
の
有
力
者
の
ほ
か
、
中
宿
村
（
愛
荘
町
中

宿
）
の
高
田
吉
兵
衛
（
写
真
５
）
ら
が
篤
志

金
を
集
め
て
架
設
や
修
繕
経
費
に
充
て
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
翌
年
九
月
の
暴
風
雨
に
よ

り
破
壊
さ
れ
、
残
ら
ず
流
失
し
た
。⑽

て
、
神
崎
郡
金
堂
村
（
東
近
江
市
五
個
荘
金
堂
町
）
に
あ
る
弘
誓
寺
の
「
萬
留
帳
」
に
「
愛

知
川
橋
」
と
あ
り
、
愛
知
川
宿
と
小
幡
村
の
役
人
に
残
す
金
銭
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。⑷

ま
た
、
同
年
に
江
戸
を
発
っ
た
椿
椿
山
（
一
八
〇
一
―
一
八
五
四
）
が
描
い
た
「
山
海
寄

賞
図
」
の
「
愛
知
川
出
水
の
図
」
に
は
、
愛
知
川
の
流
路
に
架
か
る
三
橋
が
描
か
れ
て
い

る
（
写
真
４
）。

３　

御
幸
橋
の
変
遷

　

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
無
賃
橋
が
架
設
さ
れ
て
以
降
、明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

に
御
幸
橋
が
架
設
（
架
替
）
さ
れ
る
ま
で
の
橋
の
様
子
が
わ
か
る
資
料
に
、
成
宮
家
伝
来

の
「
愛
智
河
架
橋
絵
巻
」（
列
品
番
号
22
）
や
天
保
二
年
の
「
無
賃
橋
渡
り
初
め
図
」（
写

真
２
）、
天
保
六
年
か
ら
十
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
歌
川
広
重
の
浮
世
絵
版
画
「
木
曽
海
道

六
拾
九
次
之
内 

恵
智
川
」（
列
品
番
号
20
）
な
ど
が
あ
る
。
同
浮
世
絵
版
画
の
画
中
に
は

架
設
さ
れ
た
無
賃
橋
が
み
え
る
が
、
広
重
自
身
が
道
中
で
事
物
や
人
物
を
写
生
し
た
と
思

写真３　「中山道分間延絵図」に描かれた仮橋
東京国立博物館所蔵　Image:TNM Image Archives

写真４　｢愛知川出水の図｣（部分）
　　　　（『近江 愛知川町の歴史』第２巻口絵より転載）

写真５　高田吉兵衛
　　　　（政行、1827－1899）
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（
府
県
費
）
に
よ
り
架
設
さ
れ
た
。
西
詰
は
大
道
路
の
整
備
に
伴
い
旧
橋
よ
り
一
町
ほ
ど

川
下
に
移
動
し
た
。

　

橋
は
「
ハ
ウ
ト
ラ
ス
」
構
造
の
木
造
道
路
橋
（
写
真
６
）
で
、
設
計
者
で
あ
る
野
澤
房

敬
は
明
治
二
十
一
年
に
帝
国
大
学
工
科
大
学
（
東
京
大
学
工
学
部
の
前
身
の
ひ
と
つ
）
を

卒
業
し
た
後
、
国
内
で
近
代
の
工
学
技
術
を
修
得
し
た
初
期
の
世
代
に
あ
た
る
技
術
者
と

し
て
滋
賀
県
や
群
馬
県
で
木
鉄
混
合
ト
ラ
ス
に
よ
る
道
路
橋
を
数
多
く
設
計
・
施
工
し

た
。⒁

　

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
の
渡
橋
式
直
後
に
一
般
通
行
が
開
始
さ
れ
る
と
、
瞬
く

間
に
人
々
が
橋
に
詰
め
寄
っ
た
た
め
、
そ
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
第
七
・
八
号
橋

脚
間
の
橋
桁
は
、
多
く
の
人
々
と
と
も
に
橋
下
に
墜
落
し
た
。
事
故
現
場
で
は
多
く
の
医

師
が
負
傷
者
の
治
療
に
あ
た
っ
た
が
、
三
名
の
死
者
を
含
む
計
二
五
一
名
の
死
傷
者
を
出

す
大
惨
事
と
な
っ
た
。⒂

　

設
計
者
の
野
澤
は
、
御
幸
橋
の
設
計
上
、
一
径
間
に
お
よ
そ
二
〇
〇
人
の
搭
載
が
限
度

の
と
こ
ろ
、そ
れ
以
上
の
人
間
が
群
が
っ
た
こ
と
が
落
橋
に
繋
が
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

加
え
て
、
野
澤
は
一
般
通
行
開
始
時
に
お
け
る
人
数
制
限
に
つ
い
て
、
事
前
に
滋
賀
県
の

技
手
に
指
示
し
て
い
た
も
の
の
、
明
確
な
人
数
等
に
つ
い
て
は
伝
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
惨
事
に
至
っ
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
述
べ
て
い
る
。⒃

〈
仮
橋
〉

　

御
幸
橋
落
橋
後
、
愛
知
川
を
渡
る
手
段
と
し
て
、
新
橋
の
竣
工
後
に
取
り
壊
す
予
定

で
あ
っ
た
旧
橋
を
修
繕
し
、
仮
橋
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
に
は
暴
風
雨
に
よ
り
、
仮
橋
中
央
の
橋
杭
二
本
が
流
失
し
て
い
る
。⒄

御
幸
橋
⑥

　

県
会
で
再
架
設
が
議
決
さ
れ
た
新
橋
で
あ
る
が
、
材
料
と
な
る
木
材
（
欅
）
の
請
負
業

者
が
辞
退
す
る
な
ど
の
事
情
に
よ
り
起
工
が
著
し
く
遅
れ
た
。⒅
し
か
し
な
が
ら
、
明
治

二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
七
月
に
は
木
鉄
混
合
ハ
ウ
ト
ラ
ス
構
造
で
、
設
計
荷
重
が
橋
面

一
坪
あ
た
り
六
〇
〇
貫
（
約
二
二
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
新
橋
が
完
成
し
、
七
月
十
四
日

御
幸
橋
③

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
十
一
月
に
復
旧
し
た
橋
で
、
再
架
設
に
か
か
る
工
事
費
と

し
て
一
三
六
一
円
を
要
し
た
。⑾
愛
知
郡
愛
知
川
村
・
中
宿
村
、
神
崎
郡
小
幡
村
・
中
村

（
東
近
江
市
五
個
荘
中
町
）
の
愛
知
川
橋
梁
篤
志
出
金
人
総
代
ら
は
、
こ
の
失
費
を
地
方

税
で
賄
う
よ
う
県
会
に
諮
る
た
め
、
嘆
願
書
（
列
品
番
号
７
）
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
工
事
費
の
半
額
は
地
方
税
に
よ
り
、
補
助
と
し
て
支
出
す
る
こ
と
が
臨
時
県
会
で
議

決
さ
れ
た
。

御
幸
橋
④

　

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
竜
田
村
（
東
近
江
市
五
個
荘
竜
田
町
）
の
松
居
吉
右
衛
門

ら
の
周
施
に
よ
り
復
旧
し
た
橋
。⑿
こ
の
橋
に
該
当
す
る
か
不
確
か
で
あ
る
が
、
明
治
十
八

年
七
月
に
近
畿
地
方
を
襲
っ
た
大
暴
風
雨
で
愛
知
川
が
増
水
し
流
失
し
た
。⒀

御
幸
橋
⑤

 　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
九
月
に
起
工
し
、
翌
年
十
月
に
竣
工
し
た
新
橋
で
、

地
元
が
管
理
し
て
い
た
御
幸
橋
保
管
金
か
ら
八
〇
一
〇
円
を
滋
賀
県
に
献
納
し
、
地
方
費

写真６　御幸橋（1891年10月撮影）
写真上は川上から西詰を撮影したもので、画面右端
の桁構が墜落した。下は川下から東詰を撮影したも
の。　　　　　 画像提供：土木学会附属土木図書館

4

見 
本



に
は
渡
橋
式
が
行
わ
れ
た
。⒆
同
橋
の
主
要
部
分
は
す
べ
て
欅
材
で
、
鉄
具
も
す
べ
て
錬

鉄
の
も
の
を
使
用
す
る
が
、
橋
台
・
橋
脚
や
橋
板
、
小
金
物
類
は
旧
橋
の
部
材
が
再
利
用

さ
れ
た
。

御
幸
橋
⑦

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
竣
工
し
、
橋
床
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
橋
面
は
ロ
ッ

ク
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
で
舗
装
さ
れ
た

堅
牢
な
近
代
橋
（
写
真
７
）。
橋
台
と
橋
脚
は

旧
橋
の
も
の
を
一
部
加
工
し
て
利
用
し
た
た

め
、
径
間
長
は
旧
橋
と
同
じ
で
あ
っ
た
。⒇
九

月
二
十
五
日
の
渡
橋
式
で
は
、
神
事
の
後
に

渡
り
初
め
が
行
わ
れ
た
が
、
各
来
賓
の
ほ
か

に
神
崎
・
愛
知
両
郡
の
八
〇
歳
以
上
の
高
齢

者
が
参
列
し
た
。�

　

現
在
、
愛
知
川
右
岸
沿
い
東
近
江
市
小
田
苅

町
地
先
の
「
す
こ
や
か
の
杜
運
動
公
園
」内
に
、

当
時
の
親
柱
と
架
け
替
え
の
際
に
譲
り
受
け
た

と
さ
れ
る
「
御
幸
橋
」
と
刻
ま
れ
た
二
基
の
石

柱
（
旧
橋
の
両
詰
に
建
て
ら
れ
て
い
た
も
の
、

写
真
８
中
・
右
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

　

愛
知
川
の
無
賃
橋
と
系
譜
を
同
じ
く
す
る
江
戸
期
の
橋
や
御
幸
橋
に
つ
い
て
簡
単
に

述
べ
て
き
た
。
最
後
に
現
在
の
御
幸
橋
⑧
で
あ
る
が
、
構
造
は
鋼
桁
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
、
今
か
ら
六
〇
年
前
の
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
に
竣
工
し
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
は
上
流
側
に
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
橋
が
新
設
さ

れ
た
。�

写真７　御幸橋（1926年８月、西詰より撮影）

【
主
要
参
考
・
引
用
文
献
】

①
松
浦　

果 

編
『
滋
賀
県
管
内 

神
﨑
郡
誌
』
全
（
一
八
八
〇
）

②
横
内　

平 

編
『
滋
賀
県
管
内 

愛
知
郡
誌
』
全
（
一
八
八
〇
）

③
大
橋
金
造 

編
『
近
江 

神
崎
郡
志
稿
』
下
巻
（
滋
賀
県
神
崎
郡
教
育
会
、
一
九
二
八
）

④
愛
知
郡
教
育
会
『
近
江
愛
智
郡
志
』
巻
二
（
一
九
二
九
）

⑤
五
個
荘
町
史
編
さ
ん
委
員
会 

編
『
五
個
荘
町
史
』
第
二
巻
（
五
個
荘
町
役
場
、
一
九
九
四
）

⑥
板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
他 

編
『
中
山
道
展
』（
二
〇
〇
二
）

⑦
愛
知
川
町
史
編
集
委
員
会 

編
『
近
江 

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
四
巻
（
愛
荘
町
、
二
〇
〇
七
）

⑧
愛
荘
町
立
愛
知
川
図
書
館 

編
『
明
治
天
皇
巡
幸
と
御
幸
橋
』（
二
〇
〇
七
）

⑨
愛
知
川
町
史
編
集
委
員
会 

編
『
近
江 

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
二
巻
（
愛
荘
町
、
二
〇
一
〇
）

⑩
愛
知
川
沿
岸
土
地
改
良
区 

編
『
六
〇
年
の
歩
み 

え
ち
が
わ
』（
二
〇
一
二
）

【
注
記
】

⑴ 

愛
知
川
宿
の
西
側
に
架
か
る
江
戸
中
期
か
ら
後
期
の
橋
に
つ
い
て
は
、
青
柳
周
一
氏
の
以
下
の
著
述
に
詳
し
い
。

文
献
⑨
「
第
四
節　

愛
知
川
の
川
渡
し
と
無
賃
橋
」

⑵
文
献
⑨
、
二
二
六
頁
。

⑶
文
献
⑨
、
二
二
七
頁
。

⑷
文
献
⑨
、
二
二
七
頁
。

⑸
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館 

編 

図
録
『
中
山
道
愛
知
川
宿
』（
二
〇
一
二
）、
四
頁
。

⑹
文
献
⑧
、
一
二
頁
。

⑺
文
献
⑧
、
一
三
頁
。

⑻ 

文
献
③
に
は
地
元
有
志
が
架
設
工
事
の
資
金
を
募
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
文
献
④
に
は
官
が
仮
設
工
事
を

実
施
し
た
旨
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
滋
賀
県
行
政
文
書
「
中
山
道
筋
愛
知
川
橋
梁
維
持
方
法
に
付
願
・

指
令
」（
明
―
に
―
一
六
）
並
び
に
「
請
願
書
」（
明
―
に
―
二
〇
）
に
は
、
官
費
に
よ
り
架
設
さ
れ
た
後
に
払

い
下
げ
ら
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

⑼
文
献
③
、
七
四
三
頁
。

⑽
列
品
番
号
７
に
明
治
十
四
年
九
月
十
三
日
の
暴
風
雨
に
よ
り
一
二
五
間
流
失
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑾
文
献
④
、
五
七
二
頁
。

⑿
文
献
③
、
七
四
四
頁
。

⒀
文
献
⑤
、
六
三
三
頁
。

⒁
土
木
学
会
関
西
支
部 

編
『
関
西
の
土
木
一
〇
〇
年
』（
一
九
六
八
）

　

 

五
十
畑
弘
「
木
造
ト
ラ
ス
構
造
の
事
例
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
」『
第
二
回
木
橋
技
術
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
論
文
報
告
集
』（
土
木
学
会
、
二
〇
〇
三
）

⒂
文
献
⑦
、
四
四
七
頁
。

⒃ 
滋
賀
県
行
政
文
書
「
御
幸
橋
落
橋
之
義
ニ
付
手
続
書
」（
明
―
に
―
二
〇
）
並
び
に
「
請
願
書
」（
明
―
に
―

二
〇
）

⒄
文
献
⑤
、
六
三
三
頁
。

⒅
文
献
⑤
六
三
七
頁
、
滋
賀
県
行
政
文
書
「
御
幸
橋
木
材
請
負
解
約
ノ
件
」（
明
―
に
―
二
二
）。

⒆
滋
賀
県
土
木
部 
編
『
滋
賀
県
土
木
百
年
年
表
』（
滋
賀
県
、
一
九
七
三
）

⒇
小
原
光
信
「
御
幸
橋
の
改
築
工
事
に
就
て
」『
道
路
の
改
良
』
第
八
巻
第
一
一
号
（
道
路
改
良
会
、
一
九
二
六
）

�
簿
冊
「
大
正
十
五
年
九
月
弐
拾
五
日　

御
幸
橋
竣
工
式
書
類
」（
愛
知
川
町
引
継
文
書
）

�
文
献
⑤
、
六
三
八
頁
お
よ
び
文
献
⑧
、
二
六
頁
。
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表　無賃橋と同一系譜の橋の変遷（※１は文献③、※２は文献①、※３は文献②の記述に基づく）

写真８　すこやかの杜運動公園内にある大正期架設の御幸橋親柱など
　　　　左：親柱　中·右：石柱

西暦 和　　暦 月 備　　考 橋番号 橋　名　等 構　造　等
総　延　長 幅　　員

間・尺・ft メートル 間・尺・ft メートル
1744 延享元年 － 史料 1 愛知川勧進橋 － － － －

1806 文化３年 － 絵図 2
大橋／仮橋・
小橋／仮橋

２橋 － － － －

1809 文化６年 － 史料 3 愛知川新仮橋 － － － － －

1827 文政 10 年
－ 史料 4 愛知川橋 － － － － －
－ 絵画 5 － ３橋 － － － －

1831 天保２年
－ 史料 6 無賃橋（太平橋） 板橋・３橋 68 間 約 123.6 － －

中秋 無賃橋渡り初め図 7 むちん□し（幟） － － － － －
－ 天保２年頃 秋 架橋絵巻 8 － － － － － －

－
天保６～
10 年頃

浮世絵版画 9 むちんはし － － － － －

1848 嘉永元年 － 史料 10 〈御馳走橋〉 － － － － －

1878 明治 11 年
－ 先発官報告 11 愛知川仮板橋 板橋 約 100 間 約 181.8 － －

11 月 既設の橋を工事

12 御幸橋①
－

120 間 ※１ 約 218.2 － －

1880 明治 13 年

１月 挿絵 126 間 ※２ 約 229.1 － －
３月 挿絵 120 余間 ※３ 218.2 余 － －
６月 ８間余流失 － － － －
８月 大半流失 － － － － －
９月 竣工

13 御幸橋② 木橋 126 間 約 229.1 ３間 約 5.5
1881 明治 14 年

９月 流失
11 月 復旧 14 御幸橋③ － － － － －

1882 明治 15 年 ７月 復旧
15 御幸橋④

－ － － － －

1885 明治 18 年 ７月 流失 － － － － －

1890 明治 23 年 ９月 起工
16 御幸橋⑤ 木造トラス 765ft 約 233.2 13ft 約 4.0

1891 明治 24 年 10 月 竣工・落橋

1892 明治 25 年
２月頃 修繕

17 〈仮橋〉 － － － － －
７月 橋杭２本流失

1893 明治 26 年
４月 起工

18 御幸橋⑥
木・鉄混合
トラス

765 尺 約 231.8 10 尺 約 3.0
７月 竣工

1925 大正 14 年 ３月 起工
19 御幸橋⑦

鉄筋
コンクリート

765 尺 約 231.9 21 尺 約 6.4
1926 大正 15 年 ８月 竣工

1961 昭和 36 年 ３月 竣工 20 御幸橋⑧
鋼桁鉄筋
コンクリート

－ 234.6 － 8
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１ ―― 愛智川無賃橋維持方法上申書写

２ ―― 『滋賀県管内神崎郡誌』　

３ ―― 『滋賀県管内愛知郡誌』　

（表紙）

（表紙）

１　

列
品
資
料　

　

第
１
章 

御
幸
橋
小
史
（
明
治
・
大
正
期
）

7
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４ ―― 無賃橋流失取換諸費書

６ ―― 愛知川橋梁維持方法取設願書

８ ―― 愛知川橋構造改良伺文

７ ―― 愛知川橋梁再架設嘆願書

５ ―― 愛知川橋梁篤志金人員簿 （表紙）

8

見 
本



10―― 御幸橋桁構墜落平面図

11―― 愛知川仮橋修繕設計書

９ ―― 御幸橋渡橋式祝辞草稿12 ―― 御幸橋竣工式祝辞草稿13 ―― 御幸橋竣工記念絵葉書

9

見 
本



14 ―― 『近江鉄道沿線名勝之栞』（豊郷駅から八日市駅部分）（御幸橋部分）

15―― 愛知川川越書付

16―― 川越人足につき詫書17―― 愛知川伝馬川越賃銭返答

18―― 愛知川常橋取替口上書写

第
２
章 

愛
知
川
を
越
え
る

10

見 
本



19―― 徳本泰平録20―― 歌川広重 木曽海道六拾九次之内 恵智川

22―― 小澤華嶽筆 愛智河架橋絵巻

第
３
章 

無
賃
橋
の
架
設

（巻頭）

（巻末）

11

見 
本



21―― 成宮弥次右衛門・塚本助一画像

23―― 無賃橋仕法につき返答

25―― 鄭元偉書 太平橋記

24―― 牛頭天王万歳録

12

見 
本



26―― 太平橋和歌三首懐紙
29―― 御馳走橋につき請書

27―― 江州越川駅題詩次韻

28―― 石燈籠建立口上書

13

見 
本



第
４
章 

瑟
々 

― 

成
宮
家
ゆ
か
り
の
画
人 

―

30―― 壷に桜図（自賛七言絶句）32―― 九重桜真図

14

見 
本



31―― 三芳野桜真図

34―― 離合桜図

15

見 
本



33―― 帆立桜図36―― 桐谷図

16

見 
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35―― 有明桜真図
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２　

列
品
資
料
・
作
品
解
説

　

第
１
章 

御
幸
橋
小
史
（
明
治
・
大
正
期
）

御
幸
橋
は
「
十
余
里
の
長
流
」
と
呼
ば
れ
る
湖
東
の
大
河
、
愛
知

川
に
架
か
る
橋
梁
で
、
国
道
八
号
が
愛
知
川
を
渡
る
地
点
に
架
設
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
御
幸
橋
は
、
今
か
ら
六
〇
年
前
の
昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六
一
）
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
長
さ
二
三
四
・
六
メ
ー
ト
ル
、
幅

八
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
橋
桁
（
上
部
工
）
は
鉄
道
車
両
メ
ー
カ
ー
と
し

て
知
ら
れ
て
い
た
汽
車
製
造
株
式
会
社
（
川
崎
重
工
株
式
会
社
と
合
併

に
よ
り
消
滅
）
が
製
造
し
た
。

「
御
幸
橋
」
と
い
う
橋
名
の
由
来
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
の

明
治
天
皇
巡
幸
の
際
、
愛
知
川
の
通
輦
に
伴
い
称
さ
れ
た
も
の
で
、
当

時
は
「
愛
知
川
橋
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
明
治
前
期
の
御
幸
橋
は
、

愛
知
川
の
氾
濫
に
よ
り
幾
度
か
流
失
と
復
旧
、
再
架
設
を
繰
り
返
し
た

が
、
よ
り
堅
牢
な
構
造
の
橋
を
求
め
る
声
も
あ
り
、
明
治
二
十
四
年

（
一
八
九
一
）
十
月
に
は
欧
米
の
橋
梁
技
術
で
あ
る
木
造
ト
ラ
ス
構
造
の

御
幸
橋
が
架
設
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
橋
は
通
行
が
開
始
さ

れ
た
途
端
に
群
集
が
橋
上
に
押
し
寄
せ
た
た
め
落
橋
し
た
。
そ
の
後
、

諸
々
の
事
情
に
よ
り
再
架
設
工
事
は
遅
延
す
る
が
、
明
治
二
十
六
年
七

月
に
新
橋
が
竣
工
し
、
改
め
て
渡
橋
式
が
行
わ
れ
た
。

大
正
時
代
に
な
り
御
幸
橋
の
老
朽
化
が
顕
著
に
表
れ
る
と
、
滋
賀
県
は

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
三
月
、
架
替
工
事
に
着
手
し
た
。
そ
の
際
、

橋
脚
と
橋
台
に
つ
い
て
は
旧
橋
の
も
の
を
一
部
加
工
す
る
に
と
ど
め
た

が
、
幅
員
に
つ
い
て
は
お
よ
そ
二
倍
の
六
・
四
メ
ー
ト
ル
（
二
一
尺
）
に

拡
幅
し
た
。
ま
た
、
荷
重
が
直
接
か
か
る
橋
床
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

採
用
し
、
橋
面
は
維
持
や
修
繕
が
容
易
な
ロ
ッ
ク
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
ブ

ロ
ッ
ク
で
舗
装
し
た
。
こ
の
大
正
十
五
年
八
月
に
竣
工
し
た
新
橋
は
、
現

在
の
御
幸
橋
に
代
わ
る
ま
で
の
約
三
六
年
間
、
愛
知
川
の
両
岸
を
つ
な
ぐ

国
道
の
道
路
橋
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

１　

愛
智
川
無
賃
橋
維
持
方
法
上
申
書
写

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
二
月　

二
三
・
四
㎝
×
一
六
・
〇
㎝

明
治
十
一
年
の
明
治
天
皇
巡
幸
後
、
御
幸
橋
の
払
下
げ
を
受
け
た
愛

知
川
村
（
愛
荘
町
愛
知
川
）
や
小
幡
村
（
東
近
江
市
五
個
荘
小
幡
町
）

の
有
志
の
ほ
か
、
中
宿
村
（
愛
荘
町
中
宿
）
の
豪
商
で
あ
る
高
田
吉
兵

衛
（
政
行
、
一
八
二
七
―
一
八
九
九
）
は
、
明
治
十
二
年
に
橋
の
維
持

方
法
を
検
討
し
、
無
賃
を
原
則
と
す
る
た
め
に
広
く
寄
付
を
募
ろ
う
と
、

そ
の
斡
旋
を
神
崎
郡
長
と
愛
知
郡
長
に
依
頼
し
た
。

〔
表
紙
〕

「
愛
知
川
無
賃
橋
古
今
原
由
書

　
　
　

神
崎
郡
小
幡
村
坪
田
利
右
衛〔
門
〕殿
所
有
ノ〔

ヲ
〕写
ス

高
田
吉
兵
衛
」　　
　
　

〔
前
略
〕

　
　

神
崎
郡
愛
智
郡
ニ
跨
ル
愛
智
川
無
賃
橋
維
持
方
法
上
申
書

〔
中
略
〕

人
力
車
荷
車
ニ
限
リ
賃
銭
予
算
モ
仕
候
処
、
両
川
岸
ニ
川
番
モ
置
、

小
屋
造
リ
ヨ
リ
雇
入
人
之
賃
銭
ヲ
差
引
候
得
ハ
為
差
金
銭
モ
無
之
、

既
ニ
前
々
ヨ
リ
無
賃
橋
ノ
広
示
モ
有
之
一
国
ノ
名
誉
ニ
モ
候
得
ハ
、

矢
張
無
賃
橋
ニ
広
ク
決
定
仕
度
、
因
テ
二
ヶ
三
条
件
壱
ツ
ニ
ハ
両

村
地
元
為
重
者
ヨ
リ
各
地
券
証
ヲ
抵
当
ニ
差
出
し
愛
知
神
崎
両
郡

中
ノ
畜〔
蓄
〕財
家
ニ
テ
年
限
ヲ
以
テ
安
利
ノ
金
員
ヲ
借
リ
入
、
是
ヲ
担

当
人
相
撰
堅
固
ニ
貸
附
、
積
立
利
益
ヲ
以
テ
永
続
仕
度
候
ト
申
者

有
之
、
二
ツ
ニ
ハ
広
ク
両
郡
ノ
有
志
家
ニ
語
リ
全
仕
法
講
相
企
相

続
仕
度
ト
申
者
モ
有
之
、
何
レ
モ
両
件
ト
モ
畜〔
蓄
〕財

家
ニ
テ
有
徳
人

望
ノ
者
一
郡
ニ
テ
三
四
名
ツ
ヽ
撰
任
仕
、
其
人
ヘ
周
旋
ゟ
都
テ
金

員
請
払
ニ
至
ル
迄
負
担
致
貰
ヒ
候
ハ
ヽ
、
一
般
ニ
人
心
安
堵
方
法

堅
固
永
続
可
仕
義
ニ
奉
存
候
、
乍
併
畜〔
蓄
〕財

有
徳
家
ニ
テ
地
元
両
村

ノ
者
ヲ
依
頼
仕
候
テ
モ
迚
モ
承
諾
有
之
間
敷
、
両
郡
ヘ
相
係
リ
候

事
業
ニ
御
坐
候
故
、
不
顧
恐
惶
両
郡
長
殿
江
同
様
連
署
ヲ
以
上
献

仕
候
、
則
積
立
方
法
及
ヒ
講
人
等
御
撰
定
ヲ
以
被
仰
付
候
様
蒙
御

配
慮
申
度
奉
懇
願
候
、
何
卒
御
保
護
之
思
召
ヲ
以
御
聴
届
何
分
ノ

御
沙
汰
被
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
謹
言

�

神
崎
郡
小
幡
村

明
治
十
二
年�

�

村
総
代　

川
村
勘
助

　
　
　

十
二
月�

�

戸
長　
　

神
馬
六
郎
兵
衛

�

愛
知
郡
愛
知
川
村

�
�

村
総
代　

中
野
利
右
衛
門

　

�
�

戸
長　
　

森
野
幸
右
衛
門

�

愛
知
郡
中
宿
村

�
�

　
　
　
　

高
田
吉
兵
衛

〔
以
下
略
〕

２　
『
滋
賀
県
管
内
神
崎
郡
誌
』　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
一
月
刊
行　

二
一
・
七
㎝
×
一
四
・
六
㎝

御
幸
橋
の
延
長
（
一
二
六
間
）
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
え
る
ほ
か
、

挿
絵
に
当
時
の
御
幸
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。

３　
『
滋
賀
県
管
内
愛
知
郡
誌
』　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
三
月
発
兌　

二
一
・
七
㎝
×
一
四
・
六
㎝

御
幸
橋
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
画
中
に
は
橋
神
牛
頭
天
王
を

祀
る
祇
園
神
社
の
鳥
居
が
み
え
る
。

４　

無
賃
橋
流
失
取
換
諸
費
書　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
六
月　

二
二
・
〇
㎝
×
一
五
・
二
㎝

明
治
十
三
年
六
月
の
御
幸
橋
（
無
賃
橋
）
流
失
に
伴
い
小
幡
村
と
愛

知
川
村
が
負
担
す
る
橋
梁
の
取
換
費
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。

５　

愛
知
川
橋
梁
篤
志
金
人
員
簿　

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
七
月　

二
三
・
八
㎝
×
一
五
・
五
㎝

神
崎
・
愛
知
郡
の
篤
志
家
に
よ
る
寄
付
金
名
簿
。
高
額
寄
付
者
に
名

を
連
ね
る
「
丁
吟
」
の
小
林
吟
右
衛
門
（
四
代
）
と
「
又
十
」
の
藤
野

四
郎
兵
衛
（
三
代
）
は
、
近
江
の
名
だ
た
る
豪
商
。
珠
玖
清
左
衛
門
と

西
澤
喜
蔵
は
愛
知
郡
の
名
望
家
で
、
珠
玖
は
県
会
議
員
や
八
木
荘
村
（
愛

荘
町
）
の
初
代
村
長
を
務
め
た
人
物
。
秦
川
村
（
愛
荘
町
）
に
生
ま
れ

た
西
澤
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）、
当
時
二
二
歳
で
初
め
て
江
差

（
北
海
道
檜
山
郡
江
差
町
）
へ
赴
い
て
太
物
類
を
持
ち
下
り
商
い
し
、
そ

の
傍
ら
で
海
産
物
を
内
地
へ
登
せ
荷
し
て
富
を
築
き
上
げ
た
人
物
。

18
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【
参
考
】
四
代 

小
林
吟
右
衛
門
（
亀
太
郎
、
一
八
四
五
―
一
〇
九
五
）

愛
知
郡
小
田
苅
村
（
東
近
江
市
小
田
苅
町
）
出
身
の
豪
商
（
丁
吟
）。

二
二
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
家
業
（
呉
服
な
ど
の
行
商
や
染
料
製
造
、

金
融
業
な
ど
）
と
あ
わ
せ
て
生
糸
の
直
輸
出
を
行
う
な
ど
、
明
治
の
革

新
期
に
お
け
る
丁
吟
（
チ
ョ
ー
ギ
ン
株
式
会
社
）
の
経
営
に
腐
心
す
る
。

ま
た
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
開
業
し
た
近
江
鉄
道
株
式
会

社
の
取
締
役
と
し
て
、
経
営
苦
に
お
け
る
資
金
確
保
に
奔
走
し
た
人
物

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

６　

△
愛
知
川
橋
梁
維
持
方
法
取
設
願
書

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
八
月
二
十
七
日　

二
三
・
五
㎝
×
一
七
・
〇
㎝

明
治
十
三
年
六
月
に
流
失
し
た
御
幸
橋
で
あ
る
が
、
再
架
設
に
む
け

て
同
年
中
に
は
神
崎
・
愛
知
両
郡
の
有
志
者
か
ら
約
四
〇
〇
〇
円
の
篤

志
金
が
集
ま
っ
た
。
本
資
料
は
、
こ
の
寄
付
金
を
元
金
と
し
、
そ
の
利

子
を
橋
の
架
設
や
修
繕
費
に
充
て
る
規
則
の
運
用
を
県
に
願
い
出
た
も

の
。
そ
し
て
九
月
に
は
、新
た
に
延
長
一
二
六
間
（
約
二
二
九
メ
ー
ト
ル
）

の
御
幸
橋
が
架
設
さ
れ
た
。

　
　

愛
知
川
橋
梁
維
持
方
法
取
設
ノ
儀
ニ
付
願

中
山
道
愛
知
川
橋
梁
ハ
、
過
明
治
十
一
年
御
巡
幸
之
際
新
タ
ニ
架

橋
セ
ラ
レ
、
示
後
旅
人
便
利
ノ
為
メ
該
橋
梁
篤
志
金
ヲ
以
無
賃
橋

ト
ナ
シ
、
永
世
維
持
致
シ
度
ニ
付
、
低
価
御
払
下
ケ
相
成
度
旨
地

元
村
ヨ
リ
上
願
被
致
、
既
ニ
御
聞
届
相
成
候
処
即
今
永
世
維
持
之

目
的
難
相
立
、
旦
地
元
両
村
ニ
於
テ
負
担
候
義
実
際
難
行
届
趣
、

然
ル
ニ
該
事
業
タ
ル
素
ヨ
リ
美
挙
ナ
ル
ハ
、
勿
論
往
来
旅
人
ノ
便

利
ヲ
得
ル
少
ナ
カ
ラ
サ
ル
義
ニ
付
、
管
庁
ニ
於
テ
モ
特
別
之
御
詮

議
ヲ
以
低
価
御
払
下
相
成
タ
ル
儀
ト
存
候
、
就
テ
ハ
此
侭
前
途
維

持
之
目
的
不
相
立
候
テ
ハ
遺
憾
之
次
第
ニ
付
、
今
般
神
崎
愛
知
両

郡
之
有
志
者
則
別
冊
名
前
之
者
共
、
各
自
頭
書
之
通
リ
篤
志
金
ヲ

出
シ
、
更
ニ
別
紙
之
方
法
ヲ
取
設
ケ
該
無
賃
橋
維
持
致
シ
度
候
間
、

御
允
可
被
成
下
度
此
段
奉
願
候
也

�

神
崎
郡

　
　
　

明
治
十
三
年
八
月
廿
七
日　

篤
志
出
金
人
総
代

�

能
登
川
村

�

阿
部
市
郎
兵
衛
代
理

�
�

　
　
　

阿
部
周
吉 

㊞

�

川
並
村

�

塚
本
定
右
衛
門
代
理

�
�

　

松
居
吉
右
衛
門 

㊞

�

宮
荘
村

�
�

　

高
田
善
右
衛
門 

㊞

�

北
町
屋
村

�
�

市
田
太
郎
兵
衛
代
理

�
�

　
　

市
田
喜
兵
衛 

㊞

�

宮
荘
村

�
�

藤
井
善
助
代
理

�
�

　
　

藤
井
彦
治
郎 

㊞

�

愛
知
郡

�
�

篤
志
出
金
人
総
代

�

小
田
苅
村

�
�

小
林
吟
右
衛
門
代
理

�
�

　
　
　

小
林
惣
助 

㊞

�

下
枝
村

�
�

　

藤
野
四
郎
兵
衛 

㊞

　
　
　

滋
賀
県
令
籠
手
田
安
定
殿

７　

△
愛
知
川
橋
梁
再
架
設
嘆
願
書　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
十
月
十
三
日　

二
三
・
五
㎝
×
一
七
・
〇
㎝

明
治
十
三
年
九
月
に
再
架
設
さ
れ
た
御
幸
橋
で
あ
る
が
、
翌
年
九
月

の
暴
風
雨
に
よ
り
破
壊
さ
れ
残
ら
ず
流
失
し
た
。
本
資
料
は
再
架
設
に

か
か
る
費
用
の
目
途
が
た
た
な
い
こ
と
か
ら
、
地
方
税
に
よ
る
補
助
を

求
め
て
県
令
宛
に
提
出
さ
れ
た
嘆
願
書
。
そ
の
結
果
、
工
事
費
の
半
額

は
地
方
税
に
よ
り
補
助
と
し
て
支
出
す
る
こ
と
が
臨
時
県
会
で
議
決
さ

れ
、
明
治
十
四
年
十
一
月
に
橋
は
復
旧
し
た
。

　
　

愛
知
川
橋
梁
再
架
設
ノ
儀
ニ
付
歎
願
書

〔
中
略
〕

本
年
九
月
十
三
日
ヨ
リ
十
四
日
ニ
亙
ル
暴
風
雨
ノ
為
メ
、
管
内
諸

川
堤
防
橋
梁
破
壊
相
成
候
分
、
急
破
工
事
御
目
論
見
等
臨
時
県
会

ノ
決
議
ヲ
経
由
シ
、
御
着
手
相
成
候
趣
キ
奉
拝
承
候
ニ
付
、
前
陳

ノ
旨
趣
御
憐
察
被
成
下
、
本
橋
架
設
ノ
失
費
地
方
税
ヲ
以
テ
御
造

築
相
成
候
様
奉
懇
願
候
、
就
テ
ハ
臨
時
県
会
へ
議
案
御
下
附
ノ
上
、

該
会
ノ
公
議
憐
決
相
成
候
様
御
説
明
被
成
下
為
、
目
論
見
概
算
書

相
添
只
管
奉
歎
願
候
也

　
　

明
治
十
四
年
十
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
川
橋
梁
篤
志
出
金
人

〔
以
下
略
〕

８　

△
愛
知
川
橋
構
造
改
良
伺
文　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
二
月
二
十
一
日　

二
五
・
〇
㎝
×
一
七
・
〇
㎝

明
治
天
皇
の
愛
知
川
通
輦
後
に
払
下
げ
ら
れ
た
御
幸
橋
で
あ
る
が
、

そ
の
後
は
毎
年
の
よ
う
に
流
失
と
復
旧
を
繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、
地

元
で
も
よ
り
堅
牢
な
構
造
の
橋
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
。
本
資
料
は

御
幸
橋
の
構
造
改
良
に
つ
い
て
、
当
時
の
鉄
道
橋
梁
を
参
考
に
す
る
た

め
、
鉄
道
局
技
術
部
の
技
員
に
指
導
を
依
頼
す
る
伺
文
。

〔
前
略
〕

愛
知
川
橋
構
造
改
良
之
義
、
御
下
命
之
次
第
モ
有
之
ニ
付
、
計
画

調
査
ニ
取
掛
度
、
然
ル
ニ
鉄
道
ニ
架
ス
ル
如
キ
橋
梁
ハ
、
未
夕
本
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県
ニ
於
テ
ハ
実
施
セ
シ
義
ハ
無
之
ヲ
以
テ
、
計
画
上
掛
合
之
辺
モ

有
之
候
付
、
構
造
方
及
ヒ
経
費
等
之
義
、
近
傍
出
張
之
鉄
道
局
技

員
ニ
テ
、
右
出
長〔
張
〕シ
タ
ル
向
ヘ
県
テ
詳
密
指
忝
テ
受
ケ
候
様
仕
度
、

因
テ
左
に
此
照
会
書
案
取
調
併
テ
相
詞
候
也

９　

△
御
幸
橋
渡
橋
式
祝
辞
草
稿　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
十
四
日　

二
五
・
〇
㎝
×
一
七
・
〇
㎝

御
幸
橋
の
構
造
改
良
は
明
治
二
十
三
年
九
月
に
起
工
さ
れ
た
新
橋
で

実
現
す
る
。
新
し
く
架
設
さ
れ
た
御
幸
橋
は
、
欧
米
の
技
術
を
基
に
し

た
「
ハ
ウ
ト
ラ
ス
」
構
造
の
木
造
道
路
橋
で
、
道
路
の
新
設
工
事
も
平

行
し
て
行
わ
れ
た
た
め
、
西
詰
は
一
町
余
り
川
下
に
移
動
し
た
。
ま
た
、

渡
橋
式
は
実
際
よ
り
十
日
前
に
開
道
式
と
あ
わ
せ
て
行
う
予
定
で
あ
っ

た
こ
と
が
本
資
料
か
ら
わ
か
る
。

県
下
中
山
道
ヲ
横
断
ス
ル
愛
知
川
ハ
、
県
下
ノ
大
川
ニ
シ
テ
古
来

橋
梁
ノ
設
ナ
ク
近
時
終
ニ
木
橋
ヲ
架
設
セ
ン
ト
雖
モ
、
構
造
其
宜

キ
ヲ
得
ス
不
便
言
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
地
方
有
志
者
諸
君
夙
ニ

見
ル
所
ア
リ
テ
之
カ
改
築
ヲ
熱
望
シ
、
積
年
労
苦
奔
走
遂
ニ
資
金

八
千
有
余
円
ヲ
拠
集
シ
、
以
テ
之
ヲ
地
方
税
ニ
寄
付
シ
速
ニ
本
功

ノ
成
ラ
ン
ヿ
ヲ
欲
セ
リ
、
県
会
モ
亦
此
挙
ヲ
賛
シ
為
メ
ニ
巨
額
ノ

地
方
税
支
出
ヲ
議
決
シ
、
今
ヤ
本
道
ニ
此
一
大
橋
梁
ヲ
架
設
ス
ル

ヲ
得
タ
リ
、

〔
中
略
〕

此
ニ
於
テ
橋
梁
初
テ
堅
牢
ト
ナ
リ
道
路
始
テ
便
利
ト
ナ
リ
、
運
輸

交
通
ノ
盛
ナ
ル
期
シ
テ
候
ツ
ヘ
シ
、
豈
国
家
ノ
為
メ
慶
賀
セ
サ
ル

ヘ
ケ
ン
ヤ
、
茲
ニ
本
日
渡
橋
式
ト
開
道
式
ト
ヲ
併
セ
行
フ
ニ
方
リ

一
言
以
テ
之
ヲ
祝
シ
併
セ
テ
諸
君
ノ
労
ヲ
謝
ス
ト
云
爾

　
　
　
　
　
　
　

明
治
廿
四
年
十
月
十
四
日

10　

△
御
幸
橋
桁
構
墜
落
平
面
図　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
十
月
二
十
六
日　

二
七
・
〇
㎝
×
三
八
・
〇
㎝

明
治
二
十
四
年
に
竣
工
し
た
御
幸
橋
で
あ
る
が
、
十
月
二
十
四
日
の

渡
橋
式
に
は
四
・
五
万
の
人
々
が
集
ま
っ
た
。
式
典
が
終
わ
り
通
行
が
開

始
さ
れ
た
直
後
、
橋
両
端
か
ら
五
・
六
百
人
（
一
説
で
は
八
百
人
以
上
と

も
言
わ
れ
る
）
の
人
々
が
我
先
に
と
橋
上
に
群
が
っ
た
た
め
、
第
七
号
・

第
八
号
橋
脚
間
の
橋
桁
が
墜
落
し
た
。
こ
の
事
故
で
死
者
三
名
の
ほ
か
、

重
症
者
二
三
名
、
軽
症
者
等
二
二
八
名
の
負
傷
者
が
出
た
。
本
図
は
落

橋
し
た
御
幸
橋
の
施
工
担
当
者
が
県
内
務
部
に
提
出
し
た
報
告
書
に
添

付
し
た
も
の
。

11　

△
愛
知
川
仮
橋
修
繕
設
計
書

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
一
月
二
十
二
日　

二
四
・
四
㎝
×
三
三
・
〇
㎝

御
幸
橋
の
落
橋
に
伴
い
新
橋
竣
工
後
に
取
り
壊
す
予
定
で
あ
っ
た
旧

橋
を
修
繕
し
、
仮
橋
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
資
料
は
仮

橋
の
修
繕
設
計
書
。

12　

御
幸
橋
竣
工
式
祝
辞
草
稿

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）　

二
七
・
七
㎝
×
一
九
・
〇
㎝

大
正
十
年
頃
か
ら
橋
の
腐
朽
な
ど
に
よ
り
交
通
上
の
支
障
が
多
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
正
十
四
年
に
架
替
工
事
が
起
工
さ
れ
、
翌
年
九

月
二
十
五
日
に
新
橋
の
渡
橋
式
が
行
わ
れ
た
。
本
資
料
は
当
時
の
愛
荘

町
長
、
森
野
正
が
述
べ
る
祝
辞
の
草
稿
。

　
　
　

祝　

辞

御
幸
橋
ノ
改
築
工
事
終
リ
本
日
ヲ
卜
シ
〔
茲
〕
竣
功
ノ
式
典
ヲ
挙

行
セ
ラ
ル
ハ
、
邦
家
ノ
為
メ
将
亦
地
方
ノ
為
メ
洵
ニ
欣
幸
ト
ス
ル

所
ナ
リ
、
抑
モ
本
橋
梁
ハ
明
治
十
一
年
十
月
聖
駕
巡
幸
ノ
事
ア
リ
、

御
幸
橋
ノ
名
蓋
シ
此
レ
ニ
起
因
ス
、
後
巨
費
ヲ
投
シ
架
橋
サ
レ
県

下
橋
梁
ノ
巨
擘
ト
セ
ラ
レ
タ
リ
、
然
レ
ド
モ
其
規
模
狭
少
ニ
シ
テ

時
代
ノ
進
運
ニ
伴
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
腐
朽
廃〔
頽
廃
〕頽
ヲ
来
シ
交
通

上
支
障
多
カ
リ
シ
ガ
今
回
改
築
ナ
リ
、
茲
ニ
渡
橋
ノ
式
ヲ
挙
ゲ
ラ

ル
宴
ニ
慶
賀
ニ
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
、
現
今
将
来
益
々
交
通
繁
運
輸
頻

繁
其
慶
ヲ
加
ス
ル
ニ
際
シ
、
至
大
ノ
効
ニ
齋
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
地

方
ノ
開
発
産
業
ノ
進
展
期
シ
テ
待
ツ
ベ
キ
ナ
リ
、
一
言
以
テ
祝
辞

ト
ス

　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町　

長

13　

御
幸
橋
竣
工
記
念
絵
葉
書　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
頃　

一
三
・
五
㎝
×
九
・
〇
㎝

親
柱
に
は
「
御
幸
橋
」
の
橋
銘
板
が
嵌
め
ら
れ
て
い
る
。
上
部
に
照

明
設
備
が
あ
る
モ
ダ
ン
な
建
築
デ
ザ
イ
ン
。

14　
『
近
江
鉄
道
沿
線
名
勝
之
栞
』

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月　

一
〇
・
六
㎝
×
一
〇
六
・
〇
㎝

愛
知
川
に
は
大
正
十
五
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
御
幸
橋
が
描
か
れ
る
。

第
２
章 

愛
知
川
を
越
え
る

江
戸
時
代
後
期
、
人
々
は
常
設
の
橋
が
架
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
愛

知
川
を
渡
る
た
め
、「
川
越
人
足
」
や
仮
設
の
「
仮
橋
」「
勧
進
橋
」
を

利
用
し
て
い
た
。
特
に
増
水
時
に
は
川
越
人
足
に
よ
る
川
渡
し
に
頼
る

の
が
通
例
で
、
そ
の
際
、
川
越
人
足
は
一
般
の
通
行
に
対
し
、
対
価
と

し
て
賃
銭
を
徴
収
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
が
、
一
方
で
大
名
行
列
に
関

し
て
は
馳
走
と
し
て
無
賃
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

愛
知
川
に
お
け
る
川
越
人
足
は
、
通
常
愛
知
川
宿
と
小
幡
村
か
ら
供

出
さ
れ
、
雇
い
賃
に
つ
い
て
は
正
規
の
額
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
現

地
で
は
不
法
に
賃
銭
を
取
得
す
る
横
行
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
名
行

列
の
川
渡
し
の
際
に
、
十
分
な
数
の
川
越
人
足
を
提
供
し
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

愛
知
川
の
水
量
が
比
較
的
少
な
い
と
き
は
「
仮
橋
」「
勧
進
橋
」
が
利

用
で
き
た
が
、
川
越
人
足
同
様
、
一
般
の
通
行
に
対
し
て
は
愛
知
川
宿

と
小
幡
村
が
橋
銭
を
徴
収
し
、
橋
の
運
営
費
に
充
当
し
て
い
た
。
し
た

が
っ
て
、
難
渋
す
る
路
銭
を
持
た
な
い
旅
行
者
は
、
自
力
で
川
越
え
を

試
み
る
し
か
な
く
、
そ
の
結
果
、
多
数
の
溺
死
者
が
で
出
る
と
い
う
悲

劇
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
元
で
は
「
人
取
り
川
」
の

異
名
を
取
る
愛
知
川
を
安
全
に
渡
る
た
め
、
無
賃
で
且
つ
簡
単
に
は
流

さ
れ
な
い
常
橋
を
望
む
声
が
次
第
に
高
ま
っ
て
き
た
。

15　

愛
知
川
川
越
書
付　

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
三
月　

一
四
・
三
㎝
×
七
五
・
三
㎝

彦
根
藩
筋
奉
行
の
岡
頼
母
ら
六
名
が
人
足
に
よ
る
川
渡
し
を
小
幡
村
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に
命
じ
た
文
書
。
第
一
条
で
は
、
愛
知
川
の
増
水
時
に
は
一
般
の
通
行

や
藩
の
御
用
荷
物
、
藩
士
お
よ
び
そ
の
荷
物
に
対
し
て
川
越
人
足
を
出

し
て
川
渡
し
を
行
い
、
一
般
の
通
行
か
ら
は
相
対
で
賃
銭
を
取
る
こ
と

を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
条
で
は
、
大
名
行
列
の
川
渡
し
は
無
賃

で
馳
走
と
し
て
行
う
こ
と
を
記
す
。

　
　
〔
包
紙
〕

「
天
和
三
年
亥
三
月　

愛
知
川
川
越
御
書
付　

御
奉
行
様
六
印
被
下
置
候
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一 

愛
知
川
水
出
候
時
分
、
往
還
之
通
リ
ハ
不
及
申
彦
根
御
用
之
荷

物
御
家
中
御
侍
衆
并
御
家
中
之
荷
物
河
渡
シ
人
足
出
シ
、
駕
籠

人
足
共
ニ
川
之
内
計
河
越
可
申
候
、
往
還
之
儀
ハ
下
々
乗
懸
共

ニ
相
対
ニ
而
代
物
取
渡
可
申
候

一
御
大
名
衆
御
通
リ
之
節
ハ
代
物
取
不
申
、
御
馳
走
ニ
川
渡
可
申
候
、
以
上

〔
以
下
略
〕
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川
越
人
足
に
つ
き
詫
書

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
三
月
六
日　

二
七
・
四
㎝
×
一
八
・
八
㎝

愛
知
川
宿
本
陣
の
甚
五
左
衛
門
ら
七
名
が
柳
川
藩
家
中
に
対
し
て
、

十
分
な
数
の
川
越
人
足
を
提
供
し
な
か
っ
た
こ
と
を
詫
び
る
た
め
に
提

出
し
た
一
札
の
写
し
。
愛
知
川
宿
の
問
屋
に
伝
わ
る
「
温
古
録
」
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

奉
指
上
一
札
之
事

一
今
般
御
帰
国
ニ
付
、
昨
晩
当
宿
御
止
宿
被
為
遊
候
所
、
御
供
立

之
内
御
病
人
等
も
有
之
ニ
付
、
宿
駕
等
差
出
可
申
様
被
仰
付
候

処
、
彼
是
御
断
等
も
奉
申
上
候
、
其
上
愛
知
川
出
水
有
之
ニ
付
、

川
越
人
足
賃
銭
等
も
申
請
置
、
右
於
川
場
仮
橋
を
越
立
、
且
ハ

御
供
立
御
越
立
も
可
被
遊
程
之
義
ニ
人
足
之
者
共
越
立
も
不
仕

候
段
、重
々
不
届
ニ
被
為
思
召
、既
ニ
御
存
分
ニ
も
可
被
遊
候
条
、

重
々
御
尤
至
極
、
一
言
之
申
訳
無
御
坐
奉
恐
入
候
、
右
躰
之
義

出
来
仕
候
義
ハ
、
兼
而
宿
役
人
共
取
示
シ
も
不
行
届
段
、
御
詫

之
申
上
方
も
無
御
坐
奉
恐
入
候
処
、
右
様
被
成
下
置
候
而
者
一
宿

之
及
極
難
渋
候
ニ
付
、
段
々
奉
御
詫
申
上
候
処
、
誠
ニ
以
厚
キ

御
憐
愍
之
御
慈
悲
ヲ
以
、
此
度
之
義
ハ
御
内
済
被
成
下
置
、
宿

中
一
統
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
ニ
付
、
人
足
之
者
共
之
義
ハ
領

主
江
奉
訴
、
厳
料
等
も
可
被
申
付
候
得
者
、
向
後
聊
之
義
共
有
之

間
敷
、
万
一
聊
御
不
敬
之
義
共
及
出
来
申
候
ハ
ゝ
、
如
何
躰
之

御
義
ニ
も
可
被
仰
付
候
、
依
之
御
詫
証
文
、
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
道

�

愛
知
川
宿　

　
　
　

文
政
七
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

御
本
陣

　
　
　
　

申
三
月
六
日�

�

　

甚
五
左
衛
門 （
印
）

�

　
　
　

問
屋

�
�

　

孫
次
右
衛
門 （
印
）

�

　
　
　

同

�
�

　

太
郎
右
衛
門 （
印
）

�

　
　
　

同

�
�

　

清　

次　

郎 （
印
）

�

　
　
　

庄
屋

�
�

　

長　

次　

郎 （
印
）

�

　
　
　

横
目

柳
川
様
御
家
中�

�

　

常 

右 

衛 

門 （
印
）

　
　
　

 
津
村
久
右
衛
門
様�

　
　
　

肝
煎

　
　
　

 
西 
原 

貞 

次 

様�
�

　

八 

右 

衛 

門 （
印
）
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愛
知
川
伝
馬
川
越
賃
銭
返
答

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
三
月　

一
二
五
・
四
㎝
×
三
〇
・
〇
㎝

愛
知
川
に
は
無
賃
橋
が
架
設
さ
れ
る
以
前
に
も
「
勧
進
橋
」「
仮
橋
」

と
称
さ
れ
る
常
橋
と
は
異
な
る
橋
が
存
在
し
て
い
た
。
本
資
料
は
愛
知

川
の
勧
進
橋
で
は
、
一
般
旅
行
者
か
ら
水
嵩
に
応
じ
て
一
人
頭
一
〇
文

ま
で
の
橋
銭
を
徴
収
し
て
い
る
旨
を
大
津
代
官
に
報
告
し
た
も
の
。
橋

守
が
徴
収
し
た
橋
銭
は
、
勧
進
橋
を
架
設
し
た
愛
知
川
宿
と
小
幡
村
に

渡
さ
れ
、
勧
進
橋
を
運
営
す
る
た
め
の
費
用
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。

　
　
〔
包
紙
〕

　
「　

延
享
元
甲
子
年
三
月

石
黒
清
左
衛
門
様
ゟ　

愛
知
川
伝
馬
川
越
賃
銭
御
尋
人
書
付
写　

」

〔
前
略
〕

愛
知
川
勧
進
橋
、
御
朱
印
御
伝
馬
ハ
不
及
申
上
、
其
外
諸
士
様
方

不
残
賃
銭
不
申
請
候
、
尤
旅
人
水
相
応
ニ
橋
銭
取
申
候
、
何
程
高

水
ニ
而
も
拾
文
宛
之
外
ハ
取
不
申
候
、
此
段
者
地
頭
役
人
中
ゟ
毎
度

厳
敷
被
申
付
候
故
、
私
共
ゟ
も
橋
守
之
者
共
へ
度
々
入
念
申
渡
候
、

勧
進
橋
之
義
、
愛
知
川
宿
小
幡
村
両
村
ゟ
掛
さ
せ
申
候
橋
銭
も
両

村
へ
取
申
候
得
共
、
助
成
ニ
相
成
候
義
者
御
無
御
座
候
御
事

〔
以
下
略
〕
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愛
知
川
常
橋
取
替
口
上
書
写

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
九
月　

二
八
・
二
㎝
×
一
一
〇
・
〇
㎝

愛
知
川
宿
助
郷
総
代
と
し
て
磯
部
村
・
豊
満
村
・
嶋
川
村
・
土
橋
村

の
庄
屋
ら
が
、
愛
知
川
に
常
橋
を
架
設
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
る
た
め
、

小
幡
村
と
愛
知
川
宿
の
役
人
衆
中
に
宛
て
た
口
上
書
の
写
し
。
本
資
料

か
ら
、
当
時
よ
り
愛
知
川
に
常
橋
の
架
設
を
求
め
る
動
き
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
が
、
恒
常
的
な
橋
の
架
設
は
二
十
二
年
後
の
無
賃
橋
の
架

設
ま
で
実
現
し
な
か
っ
た
。

　
　

為
取
替
常
橋
之
事

〔
中
略
〕

右
者
此
度
両
村
并
助
郷
惣
代
立
会
之
上
、
前
件
之
通
無
覆
蔵
相
談

之
上
常
橋
相
懸
候
ニ
付
、件
之
通
相
定
、両
村
へ
引
受
被
下
忝
存
候
、

誠
ニ
介
郷
為
方
ニ
相
成
可
申
与
大
慶
仕
候
、
何
分
精
々
御
世
話
可

被
下
候
、
依
之
為
取
替
証
文
、
仍
而
如
件

　
　
　

文
化
六
年　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
川
宿
助
郷
惣
代

　
　
　
　
　

巳
九
月�

　
　
　

磯
部
村

�
�

　

庄
屋　

伝 

左 

衛 

門

�

　
　
　

豊
満
村

�
�

　

庄
屋　

太  

兵  

衛

�

　
　
　

嶋
川
村
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見 
本



�
�

　

庄
屋　

次
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　

小
幡
村�

�

土
橋
村

　
　
　
　
　
　
　

御
役
人
衆
中�

　

�

　

庄
屋　

武　
　
　

介

　
　
　
　
　

愛
知
川
宿　

　
　
　
　
　
　
　

御
役
人
衆
中

　
第
３
章　

無
賃
橋
の
架
設

第
１
節　

架
橋
の
経
緯

江
戸
時
代
後
期
、
愛
知
川
宿
で
酒
造
業
を
営
む
成
宮
弥
次
右
衛
門
（
忠

喜
、
一
七
八
一
―
一
八
五
五
）
は
、
川
渡
し
賃
や
橋
銭
を
払
え
な
い
人
々

が
愛
知
川
で
溺
死
す
る
さ
ま
を
哀
れ
に
思
い
、
常
橋
の
「
無
賃
橋
」
を

架
設
す
る
こ
と
を
切
望
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
橋
の
架
設
に
あ
た
っ

て
は
、
架
橋
工
事
費
以
外
に
も
川
渡
し
で
賃
銭
を
稼
ぐ
川
越
人
足
や
橋

銭
で
生
活
し
て
い
る
人
々
に
対
す
る
金
銭
的
保
証
、
さ
ら
に
は
今
後
の

架
替
費
用
に
つ
い
て
も
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
莫

大
な
費
用
（
一
四
〇
〇
両
か
ら
一
五
〇
〇
両
）
が
必
要
で
あ
っ
た
。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）、
弥
次
右
衛
門
は
資
金
面
の
不
足
か
ら
素

封
家
の
な
か
で
も
特
に
施
恵
の
心
を
も
つ
塚
本
助
一
（
北
町
屋
村
）
や

竹
中
長
五
郎
（
木
流
村
）、
片
山
半
平
（
山
本
村
）
に
架
橋
の
意
志
を
打

ち
明
け
て
協
力
を
取
り
付
け
、
彦
根
藩
に
無
賃
橋
架
設
の
願
書
を
提
出

し
た
。

彦
根
藩
は
弥
次
右
衛
門
ら
の
申
し
出
を
了
承
し
、
有
徳
の
大
商
人
で

あ
る
松
居
久
左
衛
門
（
位
田
村
）
の
ほ
か
、
坪
田
利
右
衛
門
（
小
幡
村
）

な
ど
に
も
無
賃
橋
架
設
の
世
話
を
命
じ
る
が
、
特
に
久
左
衛
門
が
架
橋

計
画
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
日
野
方
面
の
商
人
連
中
や
店
持
衆
に
資
金

面
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
う
ひ
と
り
、
彦
根
藩
の
郡
奉
行
で
あ
っ
た
黒
柳
孫
右
衛
門
も
無
賃

橋
の
架
設
を
積
極
的
に
支
援
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
孫
右
衛
門

は
彦
根
藩
内
で
の
調
整
に
尽
力
し
た
ほ
か
、
彦
根
城
下
の
町
々
に
寄
付

を
申
し
付
け
る
な
ど
資
金
集
め
の
面
で
も
奮
闘
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
資
金
調
達
の
遅
れ
や
地
元
で
の
架
橋
に
対
す
る

合
意
形
成
が
難
航
し
て
い
た
た
め
、
無
賃
橋
の
架
設
は
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
ま
で
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

第
２
節　

渡
り
初
め
の
情
景

無
賃
橋
は
南
橋
・
中
橋
・
北
橋
の
三
橋
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
北

橋
（
延
長
二
六
間
）
に
続
い
て
中
橋
（
延
長
二
六
間
）
の
架
設
作
業
も

順
調
に
進
め
ら
れ
、
こ
の
両
橋
の
完
成
に
伴
い
九
月
二
十
七
日
に
渡
り

初
め
式
が
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
式
当
日
は
晴
天
で
、
大
勢
の

人
出
で
賑
わ
う
な
か
、
渡
り
初
め
は
架
橋
を
発
願
し
た
者
の
な
か
で
最

も
高
齢
の
塚
本
助
一
が
一
番
に
、
次
に
山
本
半
平
、
木
流
長
五
郎
、
成

宮
弥
次
右
衛
門
ら
が
続
い
た
。

橋
付
近
の
川
原
で
は
見
物
客
に
対
し
て
餅
ま
き
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

柿
や
菓
子
、
田
楽
、
甘
酒
な
ど
を
売
る
者
が
寄
り
集
ま
り
、
大
勢
の
老

若
男
女
で
賑
わ
い
だ
。
そ
の
な
か
に
は
自
ら
酒
や
酒
肴
な
ど
を
持
参
し
、

川
原
に
毛
氈
を
敷
い
て
宴
を
楽
し
む
者
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
十
月
五
日
に
南
橋
（
延
長
一
六
間
）
の
架
設
に
着
工
し
、

彦
根
藩
の
巡
見
に
合
わ
せ
て
同
月
八
日
に
は
完
成
し
、三
橋
は
「
太
平
橋
」

と
命
名
さ
れ
た
。
ま
た
橋
の
袂
に
は
、今
ま
で
橋
銭
を
徴
収
し
て
い
た
が
、

今
後
は
無
賃
で
通
行
す
る
こ
と
を
記
し
た
高
札
が
掲
げ
ら
れ
た
。

無
賃
橋
の
完
成
を
受
け
て
、
彦
根
藩
は
弥
次
右
衛
門
ら
四
名
を
「
永

世
旅
人
の
為
方
な
る
筋
を
営
み
奇
特
」
と
讃
え
、
褒
美
と
し
て
江
州
錦

を
五
把
ず
つ
与
え
、
架
橋
に
対
し
て
寄
付
を
行
っ
た
松
居
久
左
衛
門
や

坪
田
利
右
衛
門
ら
に
も
同
じ
く
二
把
ず
つ
与
え
た
。

第
３
節　

橋
神
と
常
夜
燈

無
賃
橋
の
架
設
を
描
い
た
江
戸
時
代
後
期
の
「
愛
智
河
架
橋
絵
巻
」

に
は
、「
橋
神
」
が
鎮
座
す
る
場
所
を
表
す
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
場
所
は
祇
園
神
社
（
愛
荘
町
愛
知
川
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
社

の
境
内
に
は
「
橋
神
牛
頭
天
王
」
と
刻
ま
れ
た
石
燈
籠
や
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
に
建
立
さ
れ
た
常
夜
燈
が
残
る
。

牛
頭
天
王
社
は
疫
病
を
は
じ
め
諸
々
の
災
難
を
除
き
、
万
民
の
安
全

を
守
る
神
と
し
て
愛
知
川
村
領
内
の
興
福
寺
境
内
に
鎮
座
し
て
い
た
が
、

同
寺
が
廃
寺
と
な
り
宗
徒
も
次
々
に
改
宗
し
た
た
め
、
数
百
年
間
に
わ

た
り
荒
廃
し
て
い
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
中
頃
に
は
愛
知

川
宿
内
に
鎮
座
し
て
い
た
と
伝
わ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

が
多
い
。

そ
の
後
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
無
賃
橋
の
架
設
に
伴
い
愛
知

川
宿
に
鎮
座
し
て
い
た
牛
頭
天
王
に
「
橋
神
」
の
役
割
が
与
え
ら
れ
た

た
め
、
同
九
年
に
は
愛
知
川
河
畔
に
遷
座
さ
れ
て
「
祇
園
神
社
」
と
改

称
し
、
現
在
に
至
る
。

祇
園
神
社
境
内
の
常
夜
燈
は
、
か
つ
て
愛
知
川
の
北
岸
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
愛
知
川
で
は
無
賃
橋
が
架
設
さ
れ
る
以
前
か
ら
渡
渉

時
に
迷
う
旅
行
者
が
多
く
、
北
岸
に
目
印
と
な
る
石
燈
籠
を
建
て
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、燈
油
代
が
工
面
で
き
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

南
岸
に
は
新
た
な
常
夜
燈
が
建
て
ら
れ
た
も
の
の
、
北
岸
に
は
何
も
な

く
旅
行
者
が
難
渋
し
た
た
め
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
当
時
愛
知

川
宿
の
問
屋
で
あ
っ
た
成
宮
弥
次
右
衛
門
ら
３
名
と
文
右
衛
門
（
栗
田

村
）・
久
右
衛
門
（
磯
部
村
）
が
世
話
人
と
な
り
、
翌
年
に
「
牛
頭
天
王

常
夜
燈
」
を
再
建
し
た
。
こ
の
常
夜
燈
は
旅
行
者
の
目
印
と
い
う
役
割

以
外
に
も
、
地
元
住
民
に
と
っ
て
強
盗
や
野
犬
、
狼
除
け
と
し
て
役
立

つ
も
の
で
あ
っ
た
。

19　

徳
本
泰
平
録　

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）　

二
八
・
二
㎝
×
二
〇
・
二
㎝

彦
根
藩
よ
り
愛
知
川
の
「
川
場
勤
め
方
」
を
命
じ
ら
れ
た
小
幡
村
の

坪
田
利
右
衛
門
に
よ
る
無
賃
橋
架
設
顛
末
記
。
利
右
衛
門
は
無
賃
橋
の

架
設
計
画
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
、
記
述
内
容
は
お
お
よ
そ
事
実
関

係
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
〔
表
紙
〕

　
「　

天
保
弐
年　
　
　

辛
卯
十
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
本
泰
平
録　

」　

〔
前
略
〕

天
保
二
年
辛
卯
九
月
廿
七
日
、
無
賃
橋
之
規
矩
相
立
、
永
久
之
印

ニ
哉
、
殊
ニ
晴
天
諸
人
広
キ
川
原
ニ
み
ち
〳
〵
り
、
夫
ゟ
神
主
三

人
元
ノ
休
足
所
へ
帰
り
、
酒
赤
飯
出
し
相
図
之
拍
子
木
を
打
と
餅

蒔
、棚
ゟ
若
者
四
方
へ
餅
を
蒔
、緒
人
我
レ
お
と
ら
じ
と
お
し
合
て
、

合
高
声
に
て
爰
へ
〳
〵
と
手
ま
ね
き
を
致
し
、
男
女
老
若
見
物
夥

敷
事
、
筆
紙
ニ
難
尽
、
是
ヲ
聞
伝
へ
近
村
ゟ
柿
売
菓
子
売
一
盃
酒

22
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田
楽
売
甘
酒
大
勢
寄
集
り
、
し
バ
ら
く
之
内
三
ケ
津
繁
昌
之
土
地

ニ
相
成
候
、
中
に
ハ
酒
肴
笹
井
な
ど
持
参
致
、
広
川
原
に
毛
氈
杯

を
引
た
の
し
ミ
被
申
候
、
も
ち
蒔
も
相
済
、
神
主
三
人
帰
宅
被
致
、

七
ツ
時
過
ニ
相
済
見
物
お
も
ひ
〳
〵
ニ
罷
帰
り
被
申
候
事

〔
中
略
〕

　
〔
裏
表
紙
〕

　
「　

天
保
二
卯
九
月
識
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坪
田
利
右
衛
門　

」

20　

歌
川
広
重 

木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内 
恵
智
川

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
頃　

二
二
・
八
㎝
×
三
六
・
三
㎝

歌
川
広
重
（
一
七
九
七
―
一
八
五
八
）
は
江
戸
時
代
後
期
に
活
躍
し

た
浮
世
絵
師
。
画
中
に
み
え
る
の
は
「
北
橋
」
か
。
広
重
自
身
が
道
中

で
事
物
や
人
物
を
写
生
し
た
と
思
わ
れ
る
ス
ケ
ッ
チ
帖
に
も
同
じ
橋
が

描
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
に
は
木
版
摺
り
作
業
の
簡
便
化
に
伴
う
色
数

の
減
少
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

21　

成
宮
弥
次
右
衛
門
・
塚
本
助
一
画
像

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
冬
写　

絹
本
著
色　

一
二
五
・
四
㎝
×
五
〇
・
四
㎝

無
賃
橋
架
設
の
功
労
者
の
う
ち
二
名
を
描
く
。
手
前
に
は
成
宮
弥
次

右
衛
門
、
奥
に
北
町
屋
村
（
東
近
江
市
五
個
荘
北
町
屋
町
）
の
塚
本
助

一
を
描
き
、「
玉
峰
」
の
落
款
を
記
す
。「
徳
本
泰
平
録
」
に
は
弥
次
右

衛
門
の
気
質
に
つ
い
て
「
人
並
と
ハ
違
、
一
流
有
、
当
時
之
人
気
ニ
ハ

少
シ
風
流
ニ
て
御
座
候
」「
後
代
迄
亀
鏡
（
鑑
）
人
」
と
み
え
る
一
方
で

「
乍
然
人
曲
人
物
」
と
い
う
側
面
も
記
さ
れ
て
い
る
。

22　

□
小
澤
華
嶽
筆 

愛
智
河
架
橋
絵
巻　

江
戸
時
代
後
期　

紙
本
著
色　

三
二
・
四
㎝
×
七
二
九
・
〇
㎝

無
賃
橋
の
架
設
を
描
い
た
絵
巻
で
、
三
つ
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。
第
一
場
面
は
、
お
そ
ら
く
食
糧
が
詰
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
箱

と
薬
缶
を
持
つ
壮
年
の
女
性
と
風
呂
敷
包
み
両
手
で
持
つ
少
女
が
小
川

を
渡
る
様
子
を
描
く
。
そ
の
先
に
は
、
杣
人
が
橋
材
と
な
る
木
材
を
切

り
出
し
、
職
人
た
ち
が
材
を
加
工
し
て
い
る
様
子
を
描
く
が
、
職
人
に

紛
れ
て
町
人
風
の
人
物
が
煙
管
に
火
を
つ
け
る
姿
が
み
え
る
。
第
二
場

面
は
、
架
橋
作
業
の
工
程
が
描
か
れ
る
。
柱
穴
を
掘
っ
て
束
柱
を
立
て
、

柱
間
に
梁
を
渡
し
て
二
段
の
足
場
を
築
く
。
束
柱
の
頭
に
梁
を
組
み
合

わ
せ
、
桁
方
向
に
木
材
を
並
べ
、
さ
ら
に
枝
葉
を
敷
い
た
後
に
方
形
の

重
石
を
載
せ
、
隙
間
に
土
砂
を
隈
な
く
敷
き
詰
め
る
様
子
が
み
え
る
。

第
三
場
面
は
、
完
成
し
た
二
本
の
橋
の
遠
景
を
描
く
。
巻
末
の
落
款
「
華

嶽
」
か
ら
横
山
崋
山
の
弟
子
で
天
保
期
の
絵
師
、
小
澤
華
嶽
の
作
品
と

思
わ
れ
る
。
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無
賃
橋
仕
法
に
つ
き
返
答

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
七
月　

二
五
・
二
㎝
×
一
七
・
三
㎝

無
賃
橋
架
設
後
に
愛
知
川
村
と
小
幡
村
の
両
村
が
無
賃
橋
の
修
復
費

用
を
捻
出
す
る
た
め
に
仕
法
を
定
め
、
仕
法
金
を
彦
根
藩
に
預
け
て
運

用
を
任
せ
、
年
々
の
利
息
を
橋
の
維
持
費
用
に
充
て
る
こ
と
を
届
け
た

文
書
の
写
し
。

　
〔
表
紙
〕

　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
崎
郡
小
幡
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
与
次
平

　
　
　

天
保
六
年
乙
未
七
月
廿
九
日

　
　
　
　

御
公
役
様
宿
々
取
締
と
し
て
御
廻
宿
被
遊
ニ
付

　
　
　
　

川
場
之
始
末
御
尋
ニ
付
書
上
申
候
留
也　
　
　
　

」

〔
中
略
〕

一
中
仙
道
愛
知
川
仮
橋
之
儀
ハ
、
是
迄
橋
銭
取
来
り
申
候
所
、
右

之
者
共
文
政
十
二
丑
年
領
主
役
場
江
無
賃
ニ
而
諸
人
通
行
為
致
度

趣
御
願
申
上
、
御
聞
済
之
上
諸
方
ゟ
寄
附
申
受
、
尚
又
領
主
表

ゟ
も
格
別
之
御
憐
愍
ヲ
蒙
り
、
旁
々
以
天
保
二
卯
年
九
月
無
賃

橋
ニ
相
成
候
、
万
一
大
水
ニ
而
橋
落
申
候
節
ハ
、
水
引
落
次
第

当
分
橋
板
掛
渡
し
、
旅
人
通
行
為
致
申
候
、
干
川
ニ
相
成
申
候

得
者
同
様
仮
橋
相
掛
申
候
儀
ニ
御
坐
候
、
尤
仕
法
金
之
儀
ハ
領

主
へ
御
預
ケ
申
上
、
年
々
利
足
頂
戴
仕
、
永
世
橋
掛
諸
入
用
ニ

仕
候
義
ニ
御
坐
候
、
大
方
者
仕
法
金
相
調
申
候
、
右
御
尋
ニ
付

奉
申
上
候

右
之
趣
御
尋
ニ
付
奉
申
上
候
間
、
此
段
御
届
ケ
奉
申
上
候
、
以
上

�

　
　
　

愛
知
川
村

�
�

　

庄
屋　

勘　
　
　

平

　
　
　
　

天
保
六
年�

�

　

横
目　

半
之
右
衛
門

　
　
　
　
　

未
七
月�

�

　

肝
煎　

弥
次
右
衛
門

�

　
　
　

小
幡
村

�
�

　

庄
屋　

与　

次　

平

�
�

　

横
目　

庄　
　
　

平

右
此
度
御
公
役
様
御
尋
ニ
付
、
書
上
ケ
候
通
ヲ
彦
根
御
役
所
様
へ

茂
写
相
認
メ
指
上
申
置
候
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牛
頭
天
王
万
歳
録　

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
六
月
吉
日　

三
〇
・
八
㎝
×
二
一
・
〇
㎝

愛
知
川
宿
内
に
鎮
座
し
て
い
た
牛
頭
天
王
を
無
賃
橋
の
守
護
神
と
し

て
愛
知
川
河
畔
へ
遷
座
す
る
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た
資
料
。
後
半
に
は
、

遷
座
の
翌
日
に
行
わ
れ
た
神
事
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
〔
表
紙
〕

　
「　

橋
守
護
神

　
　
　
　
　

牛
頭
天
王

　
　
　
　
　
　
　
　

万
歳
録　

」

　
　

牛
頭
天
皇
奉
川
原
江
移
由
来

〔
中
略
〕

世
話
人
成
宮
常
右
衛
門
、
夫
よ
り
宮
前
神
主
中
村
出
雲
殿
を
相
頼

ミ
地
祭
り
相
済
、
八
日
夕
方
出
雲
殿
本
裳
束
ニ
而
役
人
頭
分
夫
々

上
下
着
ニ
而
川
原
へ
御
神
體
移
ら
せ
給
ふ
、
御
供
致
し
御
遷
座
之

御
規
式
相
済
、
翌
九
日
夕
高
張
燈
灯
大
橋
ゟ
川
原
迄
相
続
候
、
幟

数
多
川
風
ニ
靡
き
神
前
に
は
御
湯
華
を
奉
献
、
笛
・
太
鼓
・
摺
金

等
之
役
者
若
連
中
相
勤
、
宮
前
中
村
ゟ
者
獅
子
舞
を
奏
し
奉
り
、

其
外
餅
蒔
ニ
相
添
飾
り
物
・
狂
言
等
近
在
ゟ
参
詣
賑
々
敷
事
ニ
候
、

是
ゟ
例
年
集
会
之
上
老
人
四
五
人
宮
守
撰
ミ
、
永
々
六
月
七
日
ニ

橋
神
祭
礼
之
式
相
勤
申
度
事
、
元
来
当
駅
之
儀
者
往
古
ゟ
悪
名
国
々

浦
々
迄
流
布
す
る
事
川
場
の
争
ひ
あ
る
ゆ
へ
な
り
、
駅
内
通
行
之

23
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旅
人
何
之
障
り
有
て
歟
悪
評
を
い
わ
ん
や
、
其
障
た
る
第
一
者
橋

也
、
橋
は
愛
知
川
村
小
幡
村
両
村
之
橋
に
て
通
行
者
天
下
之
人
な

り
、
永
く
両
村
之
汚
名
を
灑
く
も
又
此
橋
な
り
、
依
而
年
々
橋
神

を
祭
ら
ハ
自
然
と
人
気
も
和
し
、
村
中
安
全
子
孫
長
久
之
基
ひ
と

も
な
ら
ん
も
の
歟

　
　
　

天
保
九
年

　
　
　
　

戊
戌
六
月
吉
日

【
参
考
】
橋
神
牛
頭
天
王
燈
籠

現
在
も
牛
頭
天
王
社
（
祇
園
神
社
）
境
内
に
残
る
。

25　

鄭
元
偉
書 

太
平
橋
記　

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
春
正
月　

一
一
八
・
六
㎝
×
四
四
・
八
㎝

鄭
元
偉
（
一
七
九
二
―
没
年
不
詳
）
は
琉
球
王
国
を
代
表
す
る
書
家

の
ひ
と
り
で
、
優
れ
た
楷
書
の
書
を
多
く
残
す
。
ま
た
、
鄭
は
天
保

十
三
年
の
徳
川
家
慶
将
軍
就
任
に
伴
い
派
遣
さ
れ
た
琉
球
使
節
（
慶
賀

使
）
に
儀
衛
正
と
し
て
随
行
し
た
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
本

作
品
は
中
山
道
を
通
行
時
に
、
愛
知
川
宿
で
成
宮
弥
次
右
衛
門
ら
が
無

賃
橋
の
架
設
に
至
っ
た
経
緯
を
聞
き
、
そ
の
顛
末
を
長
く
後
世
に
伝
え

る
こ
と
を
記
し
た
書
。

江
州
愛
智
川
乃
係
伊
勢
国
之
界
源
遠
流
長
、
東
武
往
来
必
由
此
川

為
跡
、平
日
水
乾
沙
平
可
以
著
屐
而
渡
、至
大
雨
時
洪
水
自
上
流
来
、

有
漫
天
之
勢
、
当
此
之
時
上
自
公
卿
下
至
士
民
不
可
得
而
渡
、
昔

有
土
民
、
私
設
仮
橋
多
收
橋
銭
方
許
、
往
還
貧
賤
之
輩
、
自
惜
出

銭
褰
衣
渉
水
、
遂
至
溺
而
失
命
者
頗
多
十
二
年
前
、
土
人
有
成
宮

忠
喜
視
之
傷
心
乃
請
四
方
人
氏
随
志
捐
貲
即
以
其
貲
募
匠
興
工
築

架
長
橋
以
成
人
馬
往
来
之
便
、
自
時
厥
後
人
免
溺
水
之
憂
、
嗚
呼

架
橋
貽
利
于
人
者
、
洵
可
謂
善
人
、
是
以
諸
人
無
不
贈
詩
歌
嘆
美

之
余
有
役
于
束
武
往
還
此
橋
始
聞
此
事
、
因
感
其
厚
志
、
聊
誌
架

橋
顚
末
、
永
垂
于
不
朽
云

　
　

道
光
癸
卯
春
正
月
書
為　

成
宮
忠
喜
氏
清
覧

琉
球
国
儀
衛
正
鄭
元
偉
撰

26　

 

太
平
橋
和
歌
三
首
懐
紙

江
戸
時
代
後
期　

三
四
・
二
㎝
×
四
一
・
一
㎝

「
太
平
橋
」を
詠
ん
だ
和
歌
三
首
。
詠
み
手
で
あ
る
「
泰
州
」は
旅
僧
か
。

　
　

太
平
橋

旅
人
を
瀬
に
な
か
さ
し
と
淵
よ
り
も
深
き
心
に
懸
し
橋
か
な

旅
人
の
足
ぬ
ら
さ
し
と
里
長
の
心
に
か
け
し
河
は
し
そ
是

愛
知
川
の
早
瀬
に
懸
し
橋
柱
よ
ろ
つ
代
経
と
も
朽
し
と
そ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泰
州
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江
州
越
川
駅
題
詩
次
韻　

嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
夏
五
月　

三
〇
・
九
㎝
×
八
五
・
二
㎝

嘉
永
三
年
、
最
後
の
琉
球
国
王
と
し
て
知
ら
れ
る
尚
泰
王
（
一
八
四
三

―
一
九
〇
一
）
の
即
位
に
伴
い
琉
球
使
節
（
謝
恩
使
）
が
江
戸
幕
府
へ
派

遣
さ
れ
た
。
本
作
品
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
鄭
元
偉
の
詩
作

に
対
す
る
次
韻
詩
。

使
節
東
来
渡
海
人　

名
山
到
処
賦
詩
新　

道
光
封
冊
知
何
歳

両
度
身
逢
燕
北
春

中
山
鄭
元
偉　

江
州
越
川
駅

　

題
詩
次
韻

群
山
会
合
一
源
遥　

此
際
須
緑
築
此
橋　

惠
澤
偏
如
流
水
長　

鄭
君
銘
柱
自
昭
々

　

再
賡
韻

　

西
上
路
過
湖
東
訪　

成
宮
淡
堂
宅
因
得
観
鄭
元
偉
搆
橋
紀
文
及

　

詩
余
叩
次

　

其
韻
礎
以
為　

忠
喜
翁

　
　

寿
序

皇
和
嘉
永
三
年
龍
集

　

庚
戌
夏
五
月
既
望

　
　

金
城　

希
衣
済
匤

28　

石
燈
籠
建
立
口
上
書　弘

化
二
年
（
一
八
四
五
）
正
月　

二
七
・
五
㎝
×
一
九
・
九
㎝

旅
行
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
愛
知
川
宿
の
成
宮
弥
次
右
衛
門
ら
五

名
の
世
話
人
が
愛
知
川
北
岸
に
石
燈
籠
を
建
立
す
る
旨
を
記
し
た
文
書
。

　
〔
表
紙
〕

　
「　

愛
知
川
北
岸

　
　
　
　

旅
人
目
当
石
燈
籠
建
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
八　

」

　
　
　
　
　

旅
人
日
当
石
燈
籠
建
立

抑
愛
知
川
と
申
者
世
に
稀
な
る
大
川
ニ
て
、
川
幅
五
町
拾
七
間
余
有

之
、
旅
行
之
諸
人
道
を
踏
迷
ふ
も
の
往
古
ゟ
幾
千
人
と
も
い
ふ
、
其

数
を
し
ら
す
、
中
に
は
終
夜
迷
ひ
呼
は
り
て
、
人
命
危
き
こ
と
間
々

有
之
、
五
拾
年
以
前
［　
　

］
湯
和
尚
と
申
名
僧
深
く
あ
わ
れ
み
、

金
堂
村
磯
部
［　
　

］
村
藤
野
氏
な
る
両
人
を
頼
み
、
川
原
両
岸
ニ

旅〔

カ

〕

人
目
当
の
石
燈
籠
を
建
ら
れ
候
得
共
、
油
料
も
無
之
［　
　

］
燈

其
儘
ニ
相
成
申
候
故
、
近
来
川
南
岸
に
は
［　
　

］
常
夜
燈
を
被
建

候
得
共
、
未
タ
川
北
岸
ニ
は
無
之
、
旅
人
難
渋
数
多
く
有
之
候
故
、

仮
に
橋
会
所
之
内
ニ
行
燈
を
と
も
し
置
候
得
共
、
永
世
ニ
ハ
無
御
座

候
故
、
心
配
仕
居
候
、
何
卒
永
世
諸
人
助
と
思
召
、
橋
神
牛
頭
天
王

常
夜
燈
御
建
被
成
下
置
候
ハ
ゝ
、
旅
人
目
当
ハ
勿
論
、
強
盗
犬
狼
を

防
の
一
助
と
も
な
る
へ
き
も
の
と
爾
云

　
　

石
燈
籠
惣
高
サ
弐
丈
五
寸

　
　
　

于
時
弘
化
二
年�

　
　

世
話
人

　
　
　
　
　
　
　

巳
正
月�

　
　
　

愛
知
川
宿

�
�

弥
次
右
衛
門

24
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��
�

太
郎
右
衛
門

�
�

清　

次　

郎

�

　
　
　

栗
田
村

�
�

文 

右 

衛 

門

�

　
　
　

磯
部
村

�
�

久 

右 

衛 

門

【
参
考
】
常
夜
燈

祇
園
神
社
境
内
に
残
る
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
二
月
に
建
立
さ
れ

た
常
夜
燈
。
建
立
年
月
と
寄
進
者
四
七
名
、石
工
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

29　

御
馳
走
橋
に
つ
き
請
書　

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
九
月
三
日　

二
七
・
九
㎝
×
一
九
・
五
㎝

彦
根
藩
で
は
無
賃
橋
が
架
設
さ
れ
て
以
降
も
、
諸
大
名
な
ど
の
馳
走

に
よ
る
愛
知
川
越
え
に
は
川
越
人
足
或
い
は
無
賃
橋
と
は
別
の
橋
を
架

設
し
て
渡
ら
せ
て
い
た
。
本
資
料
は
無
賃
橋
架
設
以
降
に
諸
大
名
な
ど

の
馳
走
の
た
め
の
「
御
馳
走
橋
」
を
架
設
す
る
件
に
つ
い
て
、
東
円
堂

村
（
愛
荘
町
東
円
堂
）
の
兵
右
衛
門
ら
一
六
名
が
代
官
所
に
提
出
し
た

請
書
。

　
　
　

差
上
申
御
請
書
之
事

一
此
度
諸
家
様
御
通
行
之
節
々
、
御
馳
走
橋
被
仰
付
候
ニ
付
、
則

今
二
日
橋
掛
場
所
并
橋
小
屋
御
見
分
被
成
下
置
、
難
有
仕
合
ニ

奉
存
候
、
尤
橋
掛
場
所
往
来
ゟ
八
間
斗
下
之
方
ニ
相
懸
、
御
通

行
相
済
候
ハ
ゝ
、
直
様
橋
板
取
上
ケ
置
可
申
候
、
乍
併
両
三
日

之
内
御
通
行
当
有
之
候
ハ
ゝ
、
跡
先
斗
橋
板
取
上
ケ
置
、
旅
人

壱
人
茂
通
し
不
申
、
御
通
行
之
節
相
懸
可
申
様
被
為
仰
付
奉
畏

候
、猶
又
右
御
馳
走
橋
之
儀
ニ
付
、若
差
障
之
筋
出
来
致
候
ハ
ゝ
、

其
節
一
統
無
腹
臓
相
談
致
シ
窺
出
、
聊
ニ
而
茂
故
障
等
出
来
候
而

者
、
却
而
為
方
ニ
不
相
成
候
間
、
篤
と
懸
合
致
シ
、
一
統
心
得
違

仕
間
敷
段
、
被
為
仰
渡
難
有
奉
畏
候
、
依
之
河
御
用
掛
り
助
郷

惣
代
并
河
役
人
連
印
仕
、
御
請
書
差
上
申
処
、
仍
而
如
件

　
　

嘉
永
元
年�

愛
知
川

　
　
　

戊
申
九
月
三
日�

河
御
用
掛
リ

�
�
�

東
円
堂
村　

兵
右
衛
門 

㊞

�
�
�

小
田
刈
村　

孫 

兵 

衛 

㊞

�
�
�

本
持
村　
　

六　
　

平

�

助
郷
惣
代

�
�
�

曽
根
村　
　

利
右
衛
門 

㊞

�
�

同　

上
岸
本
村　

半
左
衛
門 

㊞

�
�

同　

野
々
目
村　

忠　
　

平 

㊞

�
�

同　

矢
守
村　
　

五　
　

平 

㊞

�
�

同　

磯
部
村　
　

久
右
衛
門 

㊞

�
�

同　

土
橋
村　
　

甚　
　

七 

㊞

�
�

同　

肥
田
村　
　

武　
　

平 

㊞

�
�

同　

長
野
中
村　

久
右
衛
門 

㊞

�
�

同　

稲
葉
村　
　

清 

次 

郎 

㊞

�

河
役
人
四
ケ
村
惣
代

�
�
�

愛
知
川

�
�
�

　
　

庄
屋　

重
右
衛
門 

㊞

�
�
�

　
　

横
目　

半
右
衛
門 

㊞

�
�
�

小
幡
村

�
�
�

　
　

庄
屋　

源
右
衛
門 

㊞

�
�
�

　
　

横
目　

次
右
衛
門 

㊞�

　
　

御
代
官
所
様

第
４
章　

瑟
　々

―
成
宮
家
ゆ
か
り
の
画
人
―

成
宮
弥
次
右
衛
門
の
妻
で
あ
る
八
千
代
（
一
七
八
三
―
一
八
三
四
）

は
、
近
江
国
神
崎
郡
川
合
寺
村
（
東
近
江
市
川
合
寺
町
）
に
生
ま
れ
た
。

八
千
代
の
父
親
は
織
田
信
長
の
九
男
、
信
貞
を
祖
先
と
す
る
津
田
貞
秀
、

姉
は
京
都
画
壇
の
三
熊
露
香
門
下
と
し
て
知
ら
れ
る
「
桜
花
」
の
女
流

絵
師
、
織
田
瑟
々
（
一
七
七
九
―
一
八
三
二
）
で
あ
る
。
八
千
代
も
瑟
々

と
同
様
に
絵
を
嗜
み
、
成
宮
家
に
伝
わ
る
「
成
宮
家
譜
」
に
は
「
織
田

氏
娘
絵
画
の
秀
才
」
と
あ
り
、
口
伝
で
は
萩
を
描
い
た
遺
作
が
あ
る
と

言
う
が
作
品
は
伝
存
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

の
『
古
画
備
考
』
所
収
「
江
州
八
幡
森
氏
書
簡
」
の
記
述
か
ら
、
八
千

代
は
晩
年
に
弥
次
右
衛
門
や
そ
の
間
に
生
ま
れ
た
子
（
幼
名
は
吉
太
郎
、

後
の
八
代
弥
惣
兵
衛
で
隠
居
名
は
忠
弘
）
と
別
れ
、
剃
髪
し
て
姉
と
と

も
に
尼
寺
で
隠
棲
し
、
画
業
に
励
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
八
千
代
の
墓
は

瑟
々
と
と
も
に
一
族
の
菩
提
寺
で
あ
る
西
蓮
寺
（
東
近
江
市
川
合
寺
町
）

に
あ
り
、墓
碑
の
側
面
に
は
「
弥
惣
兵
衛
忠
弘
建
之
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

【
参
考
】
浄
土
宗 

西
蓮
寺
本
堂
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東
近
江
市
川
合
寺
町
に
あ
る
寺
院
で
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の

創
建
と
伝
え
ら
れ
る
織
田
氏
累
代
の
菩
提
寺
。
境
内
の
墓
所
に
は
織
田

瑟
々
と
八
千
代
の
墓
碑
が
あ
る
。

【
参
考
】
織
田
瑟
々
と
八
千
代
の
墓
碑

30　

壷
に
桜
図
（
自
賛
七
言
絶
句
）

十
九
世
紀
前
半　

絹
本
著
色　

一
〇
八
・
四
㎝
×
二
八
・
四
㎝
（
前
期
展
示
）

上
部
に
は
自
賛
の
七
言
絶
句
を
書
き
入
れ
る
。
年
紀
は
無
い
が
、
二
〇

代
前
半
の
作
品
と
の
比
較
か
ら
一
〇
代
の
頃
の
作
品
と
考
え
ら
れ
、
細
い

幹
や
花
の
描
写
に
は
幼
さ
が
み
え
る
。

　
　
「
愛
華
」（
朱
文
龍
郭
楕
円
印
）

　
　
「
東
来
初
見
無
花
奇
、
無
堤
春
叢
譲
白
眉
、
的
皪
蠙
珠
三
百
斛
、　

　
　
　

玲
瓏
玉
樹
万
千
枝
」

　
　
「
織
田
氏
女
」（
白
方
）・「
瑟
瑟
」（
白
方
）

31　

三
芳
野
桜
真
図

十
九
世
紀
前
半　

絹
本
著
色　

三
九
・
二
㎝
×
五
五
・
八
㎝
（
前
期
展
示
）

三
芳
野
桜
は
切
枝
画
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
本
作
品
は
横
幅
の
作
品
。

画
面
右
下
よ
り
弧
を
描
き
な
が
ら
伸
び
る
太
い
幹
と
花
を
付
け
ず
葉
先
が

糸
状
に
長
く
伸
び
る
若
枝
の
対
照
的
な
構
図
を
と
る
。
画
面
上
端
と
左
端

を
縁
取
る
よ
う
に
控
え
め
で
華
や
ぐ
花
を
配
す
。

　
　
「
三
芳
野
桜
真
図　

織
田
氏
女
瑟
々
写
」（
款
記
）

　
　
「
織
田
氏
女
」（
白
方
）・「
瑟
瑟
」（
白
方
）・「
惜
花
人
」（
白
方
）

32　

九
重
桜
真
図

十
九
世
紀
前
半　

絹
本
著
色　

一
一
四
・
二
㎝
×
三
二
・
〇
㎝
（
前
期
展
示
）

年
紀
は
無
い
が
二
〇
代
か
ら
四
三
歳
頃
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。
太
い
幹

と
若
枝
の
構
図
を
と
り
、
幹
の
根
元
か
ら
伸
び
る
若
枝
に
は
多
く
の
花
を

咲
か
せ
る
。
花
は
十
数
枚
の
花
び
ら
、
葉
先
は
糸
状
に
長
く
描
か
れ
る
。

　
　
「
九
重
桜
真
図　

織
田
氏
女
瑟
々
写
」（
款
記
）

　
　
「
織
田
氏
女
」（
白
方
）・「
瑟
瑟
」（
白
方
）・「
惜
花
人
」（
白
方
）

　
　
「
芳
華
自
中
出
」（
朱
方
）

33　

帆
立
桜
図

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）　

絹
本
著
色　

九
一
・
四
㎝
×
三
二
・
八
㎝
（
前
期
展
示
）

晩
年
の
瑟
々
が
特
に
好
ん
で
描
い
た
帆
立
桜
。
花
は
白
色
で
、
雄
蕊
の

一
・
二
本
が
花
弁
に
変
化
し
、
舟
に
立
て
ら
れ
た
帆
の
よ
う
に
み
え
る
こ

と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。
瑟
々
は
三
九
歳
頃
か
ら
画
面
下
端
に
地
面
を
描
き

始
め
る
が
、
そ
れ
が
占
め
る
割
合
は
年
々
増
す
と
い
わ
れ
る
。
本
作
品
に

は
輪
郭
か
ら
内
側
に
向
っ
て
暈
し
た
地
面
が
下
端
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ

る
。
太
い
幹
と
若
枝
の
基
本
的
な
構
図
は
変
わ
ら
な
い
が
、
画
面
中
央
と

上
部
に
は
悠
然
と
咲
く
桜
を
衒
い
な
く
描
く
。
款
記
に
み
ら
れ
る
字
体
は

細
く
丸
み
を
帯
び
、
ど
こ
と
な
く
弱
々
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
「
帆
立
桜
図　

天
保
二
辛
酉
卯　

織
田
氏
瑟
々
写
」（
款
記
）

　
　
「
織
田
氏
女
」（
白
方
）・「
瑟
瑟
」（
白
方
）・「
惜
花
人
」（
白
方
）

　
　
「
芳
華
自
中
出
」（
朱
方
）

34　

離
合
桜
図

十
九
世
紀
前
半　

紙
本
著
色　

双
幅　

一
三
一
・
一
㎝
×
五
五
・
三
㎝
（
後
期
展
示
）

一
〇
代
か
ら
二
〇
代
早
々
の
作
品
と
言
わ
れ
る
。
双
幅
で
二
幅
を
一
画

面
と
見
立
て
、
左
幅
右
下
端
の
太
い
幹
か
ら
左
上
方
に
隆
起
す
る
幹
と
右

幅
画
面
左
端
か
ら
右
端
に
伸
び
る
幹
を
荒
々
し
く
描
く
。
右
幅
は
、
た
わ

わ
に
咲
く
花
を
数
多
く
、
左
幅
に
は
右
幅
と
比
べ
て
少
な
め
の
花
が
散
り

ゆ
く
花
弁
と
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
。
両
幅
と
も
葉
は
小
さ
く
、
量
も
少

な
め
に
描
く
。
落
款
は
右
幅
右
端
の
み
。

　
　
「
瑟
々
写
」（
款
記
）

　
　
「
瑟
瑟
」（
白
方
）・「
織
田
氏
女
」（
白
方
）

35　

有
明
桜
真
図	

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）　

紙
本
著
色　

九
七
・
一
㎝
×
三
四
・
〇
㎝
（
後
期
展
示
）

成
宮
家
に
伝
わ
る
三
二
歳
の
作
品
。
画
面
下
端
か
ら
力
強
く
上
方
に
伸

び
る
幹
と
盛
ん
に
花
を
咲
か
せ
る
若
枝
を
描
く
。
花
弁
は
先
端
に
あ
る
切

れ
込
み
か
ら
輪
郭
を
縁
取
る
よ
う
に
濃
い
紅
の
色
が
施
さ
れ
る
。
画
面
上

方
に
花
を
集
合
さ
せ
、
太
い
幹
を
や
や
右
側
に
寄
せ
る
構
図
を
採
用
す
る

こ
と
で
見
上
げ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。

　
　
「
有
明
桜
真
図　

文
化
庚
午
仲
秋　

織
田
氏
女
瑟
々
写
」（
款
記
）

　
　
「
織
田
氏
女
」（
白
方
）・「
瑟
瑟
」（
白
方
）・「
惜
花
人
」（
白
方
）

　
　
「
芳
華
自
中
出
」（
朱
方
）

　
　

36　

桐
谷
図	

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）　

絹
本
著
色　

九
九
・
五
㎝
×
三
四
・
三
㎝
（
後
期
展
示
）

四
七
歳
の
作
品
。
隆
起
す
る
地
面
を
丁
寧
に
描
く
。
地
面
か
ら
伸
び
る

老
木
は
途
中
で
折
れ
る
が
、
一
方
で
老
木
の
幹
か
ら
は
伸
び
上
る
若
枝
は

盛
ん
に
花
を
咲
か
せ
る
。
葉
は
先
が
糸
状
に
長
く
伸
び
る
ほ
か
、
葉
先
と

葉
脈
、
葉
の
付
根
は
金
泥
が
鮮
や
か
に
引
か
れ
る
。

　
　
「
桐
谷
図　

文
政
乙
酉
夏　

織
田
氏
貞
逸
母
写
」（
款
記
）

　
　
「
織
田
氏
女
」（
白
方
）・「
瑟
瑟
」（
白
方
）

　
　
「
芳
華
自
中
出
」（
朱
方
）

八千代の墓碑織田瑟々の墓碑
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27

36 35 34 33 32 31 30
　

第
４
章　

瑟
　々

― 

成
宮
家
ゆ
か
り
の
画
人 

―

29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19
　

第
３
章　

無
賃
橋
の
架
設

18 17 16 15
　

第
２
章　

愛
知
川
を
越
え
る

14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
　

第
１
章　

御
幸
橋
小
史
（
明
治
・
大
正
期
）

番
号

後期 前期 □ △ △ △ △ △ △ 区
分

桐
谷
図

有
明
桜
真
図

離
合
桜
図

帆
立
桜
図

九
重
桜
真
図

三
芳
野
桜
真
図

壷
に
桜
図
（
自
賛
七
言
絶
句
）

御
馳
走
橋
に
つ
き
請
書

石
燈
籠
建
立
口
上
書

江
州
越
川
駅
題
詩
次
韻

太
平
橋
和
歌
三
首
懐
紙

鄭
元
偉
書 

太
平
橋
記

牛
頭
天
王
万
歳
録

無
賃
橋
仕
法
に
つ
き
返
答

小
澤
華
嶽
筆 

愛
智
河
架
橋
絵
巻

成
宮
弥
次
右
衛
門
・
塚
本
助
一
画
像

歌
川
広
重 

木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内 

恵
智
川

徳
本
泰
平
録

愛
知
川
常
橋
取
替
口
上
書
写

愛
知
川
伝
馬
川
越
賃
銭
返
答

川
越
人
足
に
つ
き
詫
書

愛
知
川
川
越
書
付

『
近
江
鉄
道
沿
線
名
勝
之
栞
』

御
幸
橋
竣
工
記
念
絵
葉
書

御
幸
橋
竣
工
式
祝
辞
草
稿

愛
知
川
仮
橋
修
繕
設
計
書

御
幸
橋
桁
構
墜
落
平
面
図

御
幸
橋
渡
橋
式
祝
辞
草
稿

愛
知
川
橋
構
造
改
良
伺
文

愛
知
川
橋
梁
再
架
設
嘆
願
書

愛
知
川
橋
梁
維
持
方
法
取
設
願
書

愛
知
川
橋
梁
篤
志
金
人
員
簿

無
賃
橋
流
失
取
換
諸
費
書

『
滋
賀
県
管
内
愛
知
郡
誌
』　

『
滋
賀
県
管
内
神
崎
郡
誌
』

愛
智
川
無
賃
橋
維
持
方
法
上
申
書
写

展
示
史
資
料
・
作
品
名

一
幅
一
幅
双
幅
一
幅
一
幅
一
幅
一
幅

一
綴
一
綴
一
紙
一
紙
一
幅
一
冊
一
綴
一
巻
一
幅
一
枚
一
冊

一
紙
一
紙
一
綴
一
紙

一
葉
一
葉
一
紙
一
紙
一
紙
一
綴
一
紙
一
綴
一
綴
一
冊
一
綴
一
冊
一
冊
一
綴

  

員
数

文
政
八
年

文
化
七
年

十
九
世
紀
前
半

天
保
二
年

十
九
世
紀
前
半

十
九
世
紀
前
半

十
九
世
紀
前
半

嘉
永
元
年
九
月
三
日

弘
化
二
年
正
月

嘉
永
三
年
夏
五
月

江
戸
時
代
後
期

天
保
十
三
年
春
正
月

天
保
九
年
六
月
吉
日

天
保
六
年
七
月

江
戸
時
代
後
期

元
治
元
年
冬
写

天
保
十
年
頃

天
保
二
年

文
化
六
年
九
月

延
享
元
年
三
月

文
政
七
年
三
月
六
日

天
和
三
年
三
月

昭
和
三
年
五
月

大
正
十
五
年
頃

大
正
十
五
年

明
治
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
六
日

明
治
二
十
四
年
十
月
十
四
日

明
治
十
八
年
二
月
二
十
一
日

明
治
十
四
年
十
月
十
三
日

明
治
十
三
年
八
月
二
十
七
日

明
治
十
三
年
七
月

明
治
十
三
年
六
月

明
治
十
三
年
三
月
発
兌

明
治
十
三
年
一
月
刊
行

明
治
十
二
年
十
二
月

和　
　

暦　
　

等

一
八
二
五

一
八
一
〇

　

―
一
八
三
一

　

―

　

―

　

―
一
八
四
八

一
八
四
五

一
八
五
〇

　

―
一
八
四
二

一
八
三
八

一
八
三
五

　

―
一
八
六
四

一
八
三
九

一
八
三
一

一
八
〇
九

一
七
四
四

一
八
二
四

一
六
八
三

一
九
二
八

一
九
二
六

一
九
二
六

一
八
九
二

一
八
九
一

一
八
九
一

一
八
八
五

一
八
八
一

一
八
八
〇

一
八
八
〇

一
八
八
〇

一
八
八
〇

一
八
八
〇

一
八
七
九

西　
　

暦

絹
本
著
色

紙
本
著
色

紙
本
著
色

絹
本
著
色

絹
本
著
色

絹
本
著
色

絹
本
著
色

神
崎
郡
愛
知
川
村
文
書

西
村
正
司
家
文
書

紙
本
墨
書
・
成
宮
章
浩
家
文
書

紙
本
墨
書
・
成
宮
章
浩
家
文
書

紙
本
墨
書
・
成
宮
章
浩
家
文
書

愛
知
川
共
有
文
書
（
公
方
座
）

小
幡
共
有
文
書

紙
本
著
色

絹
本
著
色
・
成
宮
章
浩
家
文
書

大
判
錦
絵

坪
田
家
文
書

増
田
良
一
家
文
書

小
幡
共
有
文
書

成
宮
章
浩
家
文
書

小
幡
共
有
文
書

　

―

　

―
愛
知
川
町
引
継
文
書

滋
賀
県
行
政
文
書

滋
賀
県
行
政
文
書

滋
賀
県
行
政
文
書

滋
賀
県
行
政
文
書

滋
賀
県
行
政
文
書

滋
賀
県
行
政
文
書

高
田
謙
一
家
文
書

小
幡
共
有
文
書

　

―

　

―
高
田
謙
一
家
文
書

備　
　
　
　

考

個
人
個
人
個
人
個
人
個
人
個
人
個
人

関
西
大
学
図
書
館

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
寄
託

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
寄
託

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

愛
荘
町

個
人

個
人
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
寄
託

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
寄
託

愛
荘
町

愛
荘
町

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

滋
賀
県
立
公
文
書
館

滋
賀
県
立
公
文
書
館

滋
賀
県
立
公
文
書
館

滋
賀
県
立
公
文
書
館

滋
賀
県
立
公
文
書
館

滋
賀
県
立
公
文
書
館

個
人
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
寄
託

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

個
人
個
人

所　
　

蔵　
　

等

３　

列
品
資
料
目
録
（
△
は
滋
賀
県
指
定
有
形
文
化
財
、
□
は
愛
荘
町
指
定
有
形
文
化
財
）見 

本



【
列
品
資
料
・
作
品
解
説　

参
考
・
引
用
文
献
】

大
橋
金
造 

編
『
近
江 

神
崎
郡
志
稿
』
下
巻
（
滋
賀
県
神
崎
郡
教
育
会
、
一
九
二
八
）

愛
知
郡
教
育
会
『
近
江
愛
智
郡
志
』
巻
二
（
一
九
二
九
）

小
原
光
信
「
御
幸
橋
の
改
築
工
事
に
就
て
」『
道
路
の
改
良
』
第
八
巻
第
一
一
号
（
道
路
改
良
会
、
一
九
二
六
）

土
木
学
会
関
西
支
部 

編
『
関
西
の
土
木
一
〇
〇
年
』（
一
九
六
八
）

滋
賀
県
土
木
部 
編
『
滋
賀
県
土
木
百
年
年
表
』（
滋
賀
県
、
一
九
七
三
）

江
差
町
史
編
集
室 
編
『
江
差
町
史
』
第
二
巻
（
江
差
町
、
一
九
七
八
）

八
日
市
市
編
さ
ん
委
員
会 
編
『
八
日
市
市
』
第
三
巻
（
八
日
市
市
役
所
、
一
九
八
六
）

財
団
法
人
近
江
商
人
郷
土
館
『
特
別
展　

小
林
家
と
創
生
期
の
近
江
鉄
道
』（
一
九
八
八
）

五
個
荘
町
史
編
さ
ん
委
員
会 
編
『
五
個
荘
町
史
』
第
二
巻
（
五
個
荘
町
役
場
、
一
九
九
四
）

横
谷
賢
一
郎
「
織
田
瑟
々
の
伝
記
の
再
検
討
」『
近
江
の
歴
史
と
文
化
』（
株
式
会
社
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
）

板
橋
区
立
郷
土
資
料
館
他 

編
『
中
山
道
展
』（
二
〇
〇
二
）

五
十
畑
弘
「
木
造
ト
ラ
ス
構
造
の
事
例
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
」『
第
二
回
木
橋
技
術
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
報
告
集
』（
土
木
学
会
、
二
〇
〇
三
）

愛
知
川
町
史
編
集
委
員
会 

編
『
近
江 

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
四
巻
（
愛
荘
町
、
二
〇
〇
七
）

愛
荘
町
立
図
書
館 

編
『
明
治
天
皇
巡
幸
と
御
幸
橋
』（
二
〇
〇
七
）

愛
知
川
町
史
編
集
委
員
会 

編
『
近
江 

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
三
巻
（
愛
荘
町
、
二
〇
〇
八
）

名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会 

編
『
城
の
春　

さ
く
ら
の
美
術
』（
二
〇
〇
八
）

大
木
祥
太
郎
「
史
料
紹
介
「
徳
本
泰
平
録
」〔
坪
田
利
右
衛
門
家
文
書
〕
―
愛
知
川
「
無
賃
橋
」
架
橋
顛
末
記
―
」『
愛
荘
町
歴
史
研
究
』
第
二
号
（
愛
荘
町
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
課
、
二
〇
〇
九
）

愛
知
川
町
史
編
集
委
員
会 

編
『
近
江 

愛
知
川
町
の
歴
史
』
第
二
巻
（
愛
荘
町
、
二
〇
一
〇
）

今
橋
理
子
『
桜
狂
の
譜　

江
戸
の
桜
画
世
界
』（
株
式
会
社
青
幻
舎
、
二
〇
一
九
）

石
丸
正
運 

編
『
近
江
の
画
人　

海
北
友
松
か
ら
小
倉
遊
亀
ま
で
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
株
式
会
社
、
二
〇
二
〇
）
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材　　質／本紙：テイクＧＡ100 菊判 76.5㎏
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令
和
三
年
度
夏
季
特
別
展

愛
智
河
架
橋
略
史 

― 

無
賃
橋
と
御
幸
橋 

―

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
） 

七
月

Ⓒ
２
０
２
１ 

愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

シ
リ
ー
ズ
名
／
愛
荘
町
歴
史
文
化
資
料
集　

第
三
三
集

編
集
・
発
行
／
愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館

〠
五
二
九
─
一
二
〇
二

滋
賀
県
愛
知
郡
愛
荘
町
松
尾
寺
八
七
八

 
 

〇
七
四
九
（
三
七
）
四
五
〇
〇

印
　
　
　
刷
／
近
江
印
刷
株
式
会
社

【
表
紙
写
真
】

右
上 

／ 

御
幸
橋　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
年
十
月
撮
影

  　
　
　
　
　
　
　

画
像
提
供
：
土
木
学
会
附
属
土
木
図
書
館

右
下
・
左
上 

／ 

小
澤
華
嶽
筆 

愛
智
河
架
橋
絵
巻
（
部
分
）

  　
　
　
　
　
　

江
戸
時
代
後
期 

愛
荘
町
指
定
有
形
文
化
財

左
下 

／ 

御
幸
橋
親
柱　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
頃
撮
影

28
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愛
荘
町
立
歴
史
文
化
博
物
館
　
二
〇
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愛荘町立歴史文化博物館
Aisho-cho Historical Museum
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